
 

 

府中市行財政改革推進プラン 

【平成３０年度～平成３３年度】 

 

≪プラン終了時点進行管理票≫ 

 

 

 

 

 

令和４年６月 

府  中  市 



a 

 

１ はじめに 

  市では、まちづくりの指針である最上位計画の「第６次府中市総合計画」において、市

民の皆様とともに目指す将来のまちの姿（都市像）を『みんなで創る 笑顔あふれる 住

みよいまち』と定めています。この都市像を実現するためには、着実で健全な行財政運営

が必要不可欠であることから、「第６次府中市総合計画後期基本計画」に合わせて、平成

３０年１月に「府中市行財政改革推進プラン（平成３０年度～平成３３年度）」（以下「行

革プラン」といいます。）を策定しました。 

そこでは、徹底した事務事業の見直しによる歳出の抑制のほか、受益者負担の適正化や

新たな歳入確保策の実施などを掲げて、歳出と歳入の両面から行財政改革の取組を進める

こととしています。この行財政改革の取組を着実に推進するとともに、その進捗状況を広

く市民の皆様にお知らせして認識を共有するべく、「行革プラン」に掲げる個別プランに

ついては、実績や進捗状況の評価、今後の方向性を毎年度集約して、進行管理を行ってい

きます。 

ここで、４年間の計画期間の第２年度に当たる令和元年度末時点の評価結果をまとめま

したので、次のとおりお知らせします。 

 

２ 府中市行財政改革推進プランの体系と評価結果の概要 

  「行革プラン」では、下記の図のとおり、「第６次府中市総合計画」における行財政運

営分野の４つの基本施策に基づく８つの施策に加えて、３つの独自取組を含めた合計１１

の取組を基本的な体系としています。さらに、この１１の取組の下に４５の個別プランを

位置付けて、行財政改革を推進することとしています。 

  進行管理においては、４５の個別プラン・取組について、「完了：Ａ」、「計画どおりに

進んでいる：Ｂ」、「計画どおりに進んでいない：Ｃ」、「未着手：Ｄ」の４段階で評価し

ました。また、個別プラン・取組ごとに適当な指標を可能な限り設定し、半年毎の取組

内容を記載するとともに翌年度予算に反映した効果額を記しています。 

 

４　健全財政による持続可能な市政運営

「府中市行財政改革推進プラン（平成３０年度～平成３３年度）」の取組の体系

基本施策 取 組（総合計画の施策番号）

　１　広報活動・情報公開の充実 (76)

　２　広聴活動の充実 (77)

　３　市民力の活用 【追加】

総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て

（
行
財
政
運
営

）

１　市民の参画意欲を高める市政運営

　４　計画の着実な推進に向けたＰＤＣＡサイクルの充実 (78)

　５　長期的視点に立った公共資産の維持・活用 (79)

　６　市民ニーズや行政課題に的確に対応できる人材の育成 (80)

２　経営的な視点に立った市政運営

３　継続的かつ安定的な市政運営
　７　安定的な行政サービスの提供 (81)

　８　情報通信技術の活用 (82)

　９　持続可能な財政運営 (83)

１０　行財政改革の推進 【追加】

１１　歳入確保への積極的な取組 【追加】



b 

 

◆計画終了時点の評価結果の概要 

評価区分 プラン数 

Ａ 完了 ３ 

Ｂ 計画どおりに進んでいる ３３ 

Ｃ 計画通りに進んでいない ９ 

Ｄ 未着手 ０ 

計 ４５ 

 

 

◆行財政改革推進プランを代表する総合指標の状況 

区分 指標 現状値 目標値 Ｒ３年度末 

職員（人） 
職員数（再任用フルタイム

職員を含む） 

１，３１０人 

（Ｈ２９年度） 

１，２８０人 

（Ｒ３年度） 
１，３１３人 

施設（物） 
公共施設の市民一人当た

り延床面積 

２．４８㎡/人 

（Ｈ２８年度） 

２．５１㎡/人 

（Ｒ３年度） 
２．５６㎡/人 

財政（金） 

経常収支比率 
８３．２％ 

（Ｈ２８決算） 

８０％台 

（Ｒ３決算） 

８５．１％ 

（Ｒ２決算） 

実質公債費比率 
２．６％ 

（Ｈ２８決算） 

８．０％以下 

（Ｒ３決算） 

３．０％ 

（Ｒ２決算） 

市税収納率（現年・滞繰分

の合計） 

９７．６％ 

（Ｈ２８決算） 

９８．５％ 

（Ｒ３決算） 
９８．４％ 

 

 

◆効果額 

区 分 効果額［千円］ 

歳入確保分 ３,４６９,３４６ 

歳出削減分 ３１９,７３５ 

計 ３,７８９,０８１ 
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３ 評価結果一覧及び個別プラン進行 

 

最終
評価

該当頁

１ 市民の参画意欲を高める市政運営

  取組１ 広報活動・情報公開の充実

Ｂ 0 １頁

Ｂ 0 ２頁

Ｂ 0 ３頁

Ｂ 0 ４頁

Ｂ 0 ５頁

取組２ 広聴活動の充実

Ｂ 0 ６頁

Ｂ 0 ７頁

取組３ 市民力の活用

Ｂ 0 ８頁

Ｃ 0 ９頁

①福祉相談窓口 Ｂ 0 １０頁

②地域自主防災連絡会 Ｃ 0 １１頁

２ 経営的な視点に立った市政運営

取組４ 計画の着実な推進に向けたＰＤＣＡサイクルの充実

Ｃ 0 １２頁

Ｂ 0 １３頁

Ｂ 歳出 46,784 １４頁

取組５ 長期的視点に立った公共資産の維持・活用

（１）公共施設のマネジメントの視点による公共施設の最適化 Ｂ 0 １５頁

（２）公共施設のマネジメントの視点による公共施設の計画的保全 Ｂ 0 １６頁

歳入 69,126

歳出 243,059

Ｂ 歳入 220 １８頁

Ｂ 0 １９頁

Ｂ 0 ２０頁

取組６ 市民ニーズや行政課題に的確に対応できる人材の育成

Ｂ 0 ２１頁

Ｃ 0 ２２頁

Ａ 0 ２３頁

Ｃ 0 ２４頁

３ 継続的かつ安定的な市政運営

取組７ 安定的な行政サービスの提供 

Ｂ 0 ２５頁

取組８ 情報通信技術の活用

Ａ 0 ２６頁

Ｂ 0 ２７頁

効果額（千円）

１７頁Ｂ

個別プラン名等

（２）公募市民枠の拡充

（５）情報公開の充実のための文書目録の作成

（１）市長と語る会の充実と市政運営への意見のフィードバック

（１）充実した内容の広報紙の作成・配布

（２）ホームページの利便性の向上

（３）テレビ広報の番組内容の充実

（４）様々な情報提供媒体の活用

（１）文書管理システムの活用推進

（５）公共施設等の整備・改修におけるPPP/PFI手法の検討・導入

（１）市民活動センターを拠点とした市民活動の推進

（２）市民との協働による地域運営

（３）地域で支え合う仕組みづくり

（１）総合計画の進行管理体制の強化

（２）団体に対する補助金の適正化に向けた総点検の実施

（３）内部評価制度等に即した事務事業の最適化の推進

（４）市有財産活用の推進

（３）インフラマネジメント計画に基づくインフラの維持管理施策の実施

（６）市民サービスの向上及び管理運営経費削減に向けた指定管理者制度の見直し

（１）多様な手法を用いた人材の育成

（２）計画的な定員の管理

（３）働き方改革によるワーク・ライフ・バランスの推進

（４）職員提案制度充実による組織の活性化

（１）基幹システムの最適化による事務作業の効率化

（２）インターネットを活用した申請・届出等の拡充



d 

 

 

４ 健全財政による持続可能な市政運営

取組９ 持続可能な財政運営

Ｂ 0 ２８頁

① 国民健康保険特別会計 Ｂ 0 ２９頁

② 後期高齢者医療特別会計 Ｂ 0 ３０頁

③ 介護保険特別会計 Ｂ 0 ３１頁

④ 下水道事業特別会計 Ａ 0 ３２頁

⑤ 競走事業特別会計 Ｂ 歳入 3,400,000 ３３頁

取組10 行財政改革の推進

① 総合窓口業務の民間委託の拡大 Ｂ 0 ３４頁

② 市立保育所の民間活力活用の計画的な遂行 Ｂ 0 ３５頁

③業務量調査に基づく業務量削減及び民間委託業務の拡充 Ｂ 0 ３６頁

① 公共施設の使用料の適正化 Ｃ 0 ３７頁

② 教育に係る経費の公私負担の見直し Ｂ 歳出 29,892 ３８頁

③ 公共施設の駐車場の有料化 Ｃ 0 ３９頁

Ｃ 0 ４０頁

取組11 歳入確保への積極的な取組

Ｂ 0 ４１頁

（２）市に裁量権のある税率や課税対象、課税区分の見直し Ｂ 0 ４２頁

Ｃ 0 ４３頁

Ｂ 0 ４４頁

Ｂ 0 ４５頁

（１）事務事業への民間活力の導入 

（２）受益者負担・公私負担の見直し 

（１）市の財政状況の定期的な提供

（２）特別会計の健全な運営

（４）寄附を受ける環境の整備

（５）タウンページ等を活用した償却資産課税の適正化

（３）庁用車のカーシェアリング等の検討

（１）公平かつ適正な収納事務

（３）新たな施設へのネーミングライツの導入



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

17.4 16.6 16.9 22.1 20.2

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法
(取組を進めるための経費であるため、「効果額」には算入しない。）

0 4,997

指標評価（最終）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成

実績 実績 実績
・市民協働に関する記事で市民の
写真掲載や取組を特集
・ラグビーワールドカップ
2019、東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックに向けた新た
な特集ができるよう検討中
・ページ数の見直しに向け、記載
方法の変更を検討中

・ラグビーワールドカップ2019
の機運醸成のため、開催直前に元
日本代表選手と市長の対談、新春
企画では選手のインタビューを
行った
・来年度実施予定の全戸配布につ
いて検討

・新型コロナウイルスに関する情
報を掲載
・令和３年度に声の広報を見直し
・令和３年度に多言語アプリ「カ
タログポケット」を導入

・上半期で実施した内容の見直し
を行いつつ、各事業を継続して実
施
・新型コロナウイルスに関する情
報のほか、時勢に応じた情報を掲
載

-1,048 17

広報ふちゅうデザイン・レイアウト１２P（134,000部×12.84円）＋全戸配布（128,000世帯×18.66円）＋個別配布増加分（1,000部×26回×16.66円）

・新型コロナウイルスに関する情
報を掲載
・声の広報の作成・配布方法につ
いて見直しを検討
・広報紙の多言語対応を検討

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

指標評価 指標評価

【最終評価】

(上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

実績 実績 実績

【年間評価】 【年間評価】

・広報紙のレイアウトの見直しを
実施（NEWS欄の廃止ほか）
・全記事の見出し・問合せ先を追
加するなど、声の広報の内容を充
実化
・多言語対応アプリ「カタログポ
ケット」で広報ふちゅうの配信を
開始

(上半期評価） (上半期評価）

・ページ数の見直しのため、記載
方法を変更し、ホームページへ誘
導するためのQRコードを掲載
・ラグビーワールドカップ
2019、東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックに向けた新た
な特集を掲載

・新しい取組として、給食レシピ
を掲載
・特集記事を検討中
・他市の状況を踏まえて検討中

令和３年度(2021年度)

15.0

令和２年度(2020年度)
▼市民の関心を誘引する広報紙づ
くりの本格実施

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

スケジュール

令和元年度(2019年度)
▼市民の関心を誘引する広報紙づ
くりの検討・試行実施

▼レイアウト、配布方法、発行回
数・ページ数の見直しの検討・実
施

グラフ

プラン名　「充実した内容の広報紙の作成・配布」
１̶１̶１̶

広報課

①広報紙希望配布の世帯数
(世帯）

②市政情報を容易に入手できない
と感じる市民の割合
(パーセント)

目標値(令和３年度）

11,108 12,246 17,00012,931 13,474 13,948

10000

15000

20000

①広報紙希望配布の世帯数(世帯)

10.0

20.0

30.0

②市政情報を容易に入手できないと感じる

市民の割合(パーセント）

-１-



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

17.4 16.6 16.9 22.1 20.2

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

(取組を進めるための経費であるため、「効果額」には算入しない。）

・広報ふちゅうに掲載している内
容はホームページでの掲載するよ
う、主管課への周知を徹底
・現状に即したガイドラインとな
るよう継続的に情報を収集
・ニーズに合った読み上げ対応が
できるよう継続的に情報を収集

・災害時にアクセスしづらい状況
を解消（市のホームページサー
バーの負担を軽減）するため、
CDNサーバーを導入
・現状のガイドラインに即した運
用となるよう継続的に情報を収集
・ニーズに合った読み上げ対応が
できるよう継続的に情報を収集

・広報ふちゅうに掲載した記事に
対応したホームページのコンテン
ツ作成を継続して周知・徹底
・現状に即したガイドラインとな
るよう継続的に情報を収集
・ニーズに合った読み上げ対応が
できるよう継続的に情報を収集
・緊急事態宣言に伴い、ホーム
ページを緊急用に切り替え、アク
セスの集中に備えるとともに、新
型コロナウイルス関連の情報を得
やすいよう、集約して掲載

・広報ふちゅうに掲載した記事に
対応したホームページのコンテン
ツ作成を継続して周知・徹底
・現状に即したガイドラインとな
るよう継続的に情報を収集
・ニーズに合った読み上げ対応が
できるよう継続的に情報を収集
・広報ふちゅう各号の全記事のテ
キストデータ・ワードデータを
ホームページに掲載し、読み上げ
ソフトによる読み上げに対応
・視認性の向上などを図るホーム
ページのリニューアルに向けた検
討を実施

CDNサーバー運用保守30,000円×12月

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 396 0 19,717

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成
実績 実績 実績

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

・ホームページのURL、電子メー
ルアドレス、申込みフォームなど
につながるQRコードを掲載
・ホームページ操作研修、アクセ
シビリティ研修、広報力アップ研
修を実施
・現状に即したガイドラインとな
るよう継続的に情報を収集
・ニーズに合った読み上げ対応が
できるよう継続的に情報を収集

・広報ふちゅうに掲載した記事に
対応したホームページのコンテン
ツ作成を継続して周知・徹底
・現状に即したガイドラインとな
るよう継続的に情報を収集
・ニーズに合った読み上げ対応が
できるよう継続的に情報を収集
・緊急事態宣言に伴い、ホーム
ページを緊急用に切り替え、アク
セスの集中に備えるとともに、新
型コロナウイルス関連の情報を得
やすいよう、集約して掲載

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・広報ふちゅうに掲載している内
容はホームページでも掲載するよ
う、主管課への周知を徹底
・広報ふちゅうに掲載しきれない
大きな表などは、ホームページに
つながるQRコードを掲載し、ホー
ムページへ誘導
・ホームページ操作研修を実施
・現状に即したガイドラインとな
るよう継続的に情報を収集
・ニーズに合った読み上げ対応が
できるよう継続的に情報を収集

・広報ふちゅうに掲載した記事に
対応したホームページのコンテン
ツ作成を継続して周知・徹底
・現状に即したガイドラインとな
るよう継続的に情報を収集
・ニーズに合った読み上げ対応が
できるよう継続的に情報を収集
・広報ふちゅう各号の全記事のテ
キストデータをホームページに掲
載し、読み上げソフトによる読み
上げに対応

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

実績 実績 実績

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

▼広報紙と連動したホームページ
づくりの検討
▼コンテンツ内容の充実を目的と
した職員研修の実施
▼新たなガイドラインに基づく運
用・見直し
▼ＰＤＦ等の音声読み上げに対応
する技術の調査

▼広報紙と連動したホームページ
づくりの実施
▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

15.0

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

グラフ

プラン名　「ホームページの利便性の向上」
１̶１̶２̶

広報課 情報管理課

①ホームページの１日平均アクセ
ス数
(アクセス）

②市政情報を容易に入手できない
と感じる市民の割合
（パーセント）

目標値(令和３年度）

5,267 3,656 5,957 10,405 6,3005,824

3000

8000

13000

①ホームページの１日平均アクセス数(アク

セス)

10.0

20.0

30.0

②市政情報を容易に入手できないと感じる

市民の割合(パーセント)

-２-



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

17.4 16.6 16.9 22.1 20.2

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

市政情報を容易に入手できないと
感じる市民の割合
（パーセント）

目標値(令和３年度）

15.0

グラフ

プラン名　「テレビ広報の番組内容の充実」
１̶１̶３̶

広報課

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

▼番組構成の検討・見直しの実施

▼ＳＮＳを活用した番組周知の検
討・実施

▼番組の周知方法の検討・見直し
の実施

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

実績 実績 実績
・キャスターの変更に伴い、講座
を体験する企画などを検討中
・ツイッターで番組を周知
・他市の状況を踏まえて検討中

・放送回数について見直しを検討
・ツイッターで番組を周知
・新型コロナウイルスへの対策を
したうえで、可能な範囲で市民に
出演していただき、関係者への認
知度の向上を図った

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・機運醸成のため、ラグビーワー
ルドカップ2019の話題をより多
く取りあげた
・ツイッターで番組を周知
・他市の状況を踏まえて検討中

・令和3年度の下半期から、放送
内容の更新回数を月3回から2回に
見直し、1日の放送回数も2回に見
直し
・ツイッターで番組を周知
・新型コロナウイルスの感染対策
を実施しつつ、可能な範囲で市民
に出演していただき、関係者への
認知度の向上を図った

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成
実績 実績 実績

・番組の各コーナーの放送時間・
内容を一部変更
・より多くの市民の出演機会を創
設
・ツイッターで番組を周知
・他市の状況を踏まえて検討中

・ラグビーワールドカップ2019
の機運醸成のため、開催直前に元
日本代表選手と市長の対談、新春
企画では選手のインタビューやサ
インのプレゼント企画を行った
・ツイッターで番組を周知
・他市の状況を踏まえて検討中

・令和3年度の下半期から、放送
内容の更新回数を月3回から2回に
見直し、1日の放送回数も2回に見
直す。
・ツイッターで番組を周知
・イベントなどが実施されていな
い中で、新型コロナウイルス関連
や新たな施策の情報を放送した。

・放送内容の更新回数を月3回か
ら2回、1日の放送回数を2回とす
る見直しを実施
・ツイッターで番組を周知
・新型コロナウイルスの感染対策
を実施しつつ、可能な範囲で市民
に出演していただき、関係者への
認知度の向上を図った。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 -1,400 0

10.0

15.0

20.0

25.0

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

市政情報を容易に入手できないと感じる市民の割合(パーセント)

-３-



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

17.4 16.6 16.9 22.1 20.2

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

実績 実績 実績
・メール配信サービスは改修を検
討したが、現行のシステムの機能
に不備がないため、改修は実施し
ない
・ツイッターでは市のお知らせな
どを発信
・オリンピック・パラリンピック
推進担当がインスタグラムとツ
イッター、経済観光課がフェイス
ブックの運用を開始
・プレスリリースは市の新しい取
組やイベントなどのお知らせに活
用
・子ども広報はより読んでもらえ
るものになるよう検討中
・他市の状況を踏まえて検討中

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・ツイッターでは市のお知らせな
どを発信
・プレスリリースは市の新しい取
組やイベントなどのお知らせに活
用
・他市の状況を踏まえて検討中
・わたしの便利帳は令和２年１月
発行に向けて準備を進めている"
 
 
 
  

・メール配信サービス、ツイッ
ターで必要に応じて情報を発信
・新型コロナウイルスの影響で中
止となったイベントに代わり、各
課が作成した動画（啓発動画や体
操動画、保育所の園児向け動画）
の配信作業などを支援
・プレスリリースにより、新聞報
道で市政情報を発信
・子ども広報は令和元年度をもっ
て事業を廃止
・多言語化対応アプリの導入を検
討

プラン名　「様々な情報提供媒体の活用」
１̶１̶４̶

広報課 情報管理課

グラフ
市政情報を容易に入手できないと
感じる市民の割合
（パーセント）

目標値(令和３年度）

15.0

スケジュール

▼メール配信サービス・公式ツ
イッターの適正な運用
▼ＳＮＳ活用の支援
▼プレスリリースの積極的な活用
▼子ども広報の発行
▼新たな情報提供手段の導入の検
討・実施

▼継続

▼継続
▼継続
▼継続
▼継続
▼わたしの便利帳の発行

▼継続

▼継続
▼継続
▼継続
▼継続

▼継続

▼継続
▼継続
▼継続
▼継続

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・メール配信サービス、ツイッ
ターで必要に応じて情報を発信
・新型コロナウイルスの影響で中
止となったイベントに代わり、各
課が作成した動画の配信作業など
を支援
・プレスリリースにより、新聞報
道で市政情報を発信
・多言語対応アプリ「カタログポ
ケット」で広報ふちゅうの配信を
開始

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成
実績 実績 実績

・ツイッターでは市のお知らせな
どを発信
・プレスリリースは市の新しい取
組やイベントなどのお知らせに活
用
・子ども広報はより読んでもらえ
るものになるよう検討中
・他市の状況を踏まえて検討中

・ツイッターでは市のお知らせな
どを発信
・プレスリリースは市の新しい取
組やイベントなどのお知らせに活
用
・他市の状況を踏まえて検討中
・わたしの便利帳を令和２年１月
発行

・メール配信サービス、ツイッ
ターで必要に応じて情報を発信
・新型コロナウイルスの影響で中
止となったイベントに代わり、各
課が作成した動画の配信作業など
を支援
・プレスリリースにより、新聞報
道で市政情報を発信
・令和3年度に多言語対応アプリ
「カタログポケット」を導入。

・メール配信サービス、ツイッ
ターで積極的に情報を発信
・新型コロナウイルスの影響で中
止となったイベントに代わり、各
課が作成した動画の配信作業など
を支援
・プレスリリースにより、新聞報
道で市政情報を発信
・メール配信サービスのバージョ
ンアップを実施

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 550 240

10.0

15.0

20.0

25.0

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

市政情報を容易に入手できないと感じる市民の割合(パーセント)

－４－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

17.4 16.6 16.9 22.1 20.2

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

実績 実績 実績
・公開する文書目録の内容及び公
開方法に関する検討を行ってい
る。文書目録の作成及び内容の確
認における留意点の各担当課への
周知について検討している。

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・平成３１年３月に文書検索目録
の公開を開始した。
　令和２年９月現在で、令和元年
度の文書検索目録を公開してお
り、引続き、年３回の頻度で公開
件数の充実を図ります。

プラン名　「情報公開の充実のための文書目録の作成」
１̶１̶５̶

広報課 法制文書課

グラフ
市政情報を容易に入手できないと
感じる市民の割合
（パーセント）

目標値(令和３年度）

15.0

スケジュール

▼文書管理システム内の公文書件
名の蓄積

▼文書目録等の公開方法の検討

▼継続

▼文書目録等の公開

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・平成３１年３月に文書検索目録
の公開を開始した。
　令和元年９月現在で、平成３０
年度の文書検索目録を公開してお
り、今後は、年３回の頻度で公開
件数の充実を図ります。

・平成３１年３月に文書検索目録
の公開を開始した。
　令和３年９月現在で、令和２年
度の文書検索目録を公開してお
り、引続き、年３回の頻度で公開
件数の充実を図ります。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成
実績 実績 実績

・公文書検索目録の作成及び公開
方法について、各担当課への周知
と資料の確認を行い、公開に向け
て準備を進めている。

・平成３１年３月に文書検索目録
の公開を開始した。
　令和２年２月現在で、平成３０
年４月から令和元年７月までの文
書検索目録を公開しており、今後
は、年３回の頻度で公開件数の充
実を図ります。

・平成３１年３月に文書検索目録
の公開を開始した。
　令和３年２月現在で、令和２年
７月までの文書検索目録を公開し
ており、引続き、年３回の頻度で
公開件数の充実を図ります。

・平成３１年３月に文書検索目録
の公開を開始した。
　令和4年２月現在で、令和３年
１１月までの文書検索目録を公開
しており、引き続き、年３回の頻
度で公開件数の充実を図ります。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 0 0

10.0

15.0

20.0

25.0

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

市政情報を容易に入手できないと感じる市民の割合(パーセント)

－５－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

18.5 17.3 19.4 21.8 21.4

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

実績 実績 実績
・平成３０年度６月及び７月に実
施した市長と語る会では、市内の
大学に通う学生を対象に実施し、
２９名の参加があった。意見の反
映結果の公表は平成２９年度９月
実施分からの公表を検討してい
る。

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・令和２年度７月に実施した市長
と語る会では、住吉・是政・四
谷・押立文化センター圏域自主防
災連絡会の皆様を対象に実施し、
喫緊の課題である水害対策に対す
る市政への意見聴取に努めた。ま
た、令和元年度に実施した市長と
語る会で出された参加者の意見に
対する市政への反映状況をホーム
ページに掲載した。

プラン名　「市長と語る会の充実と市政運営への意見のフィードバック」
１̶２̶１̶

広報課

グラフ
市民の意見を聴く体制が整備され
ていないと感じる市民の割合
（パーセント)

目標値(令和３年度）

15.0

スケジュール

▼市長と語る会で若い世代が参加
しやすい開催内容の検討と実施

▼市長と語る会での意見の反映結
果の公表

▼前年度の実施状況の検証を経た
取組の実施

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・令和元年度７月に実施した市長
と語る会では、府中市農業委員
会、府中市農業後継者連絡協議
会、都立農業高等学校の生徒を対
象に実施し、若い世代の市政への
意見聴取に努めた。また、平成３
０年度に実施した市長と語る会で
出された参加者の意見に対する市
政への反映状況をホームページに
掲載した。

・新型コロナウイルス感染拡大状
況等に鑑み、上半期の市長と語る
会の開催を見送ったが、令和３年
度１０～１１月に市長と語る会の
実施を予定している。また、令和
２年度に実施した市長と語る会で
出された参加者の意見に対する市
政への反映状況をホームページに
掲載した。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成
実績 実績 実績

・平成３０年度６月及び７月に実
施した市長と語る会を市内の大学
に通う学生を対象に実施し、若い
世代の市政への意見聴取に努め
た。また、平成29年度9月に実
施した市長と語る会で出された参
加者の意見に対する市政への反映
状況をホームページに掲載した。

・令和元年度７月に実施した市長
と語る会では、府中市農業委員
会、府中市農業後継者連絡協議
会、都立農業高等学校の生徒を対
象に実施し、若い世代の市政への
意見聴取に努めた。また、平成３
０年度に実施した市長と語る会で
出された参加者の意見に対する市
政への反映状況をホームページに
掲載した。

・令和２年度７月に実施した市長
と語る会では、住吉・是政・四
谷・押立文化センター圏域自主防
災連絡会の皆様を対象に実施し、
喫緊の課題である水害対策に対す
る市政への意見聴取に努めた。ま
た、令和元年度に実施した市長と
語る会で出された参加者の意見に
対する市政への反映状況をホーム
ページに掲載した。一方、新型コ
ロナウイルスの感染拡大に伴い、
開催時期の見極めに苦慮した。

・令和３年度１０月及び１１月に
実施した市長と語る会では、府中
子育て応援団「子育て会議」、東
京外国語大学、東京農工大学、明
星高等学校の皆様を対象に実施
し、デジタルツールの活用に対す
る意見集約に努めた。また、令和
２年度の実施した市長と語る会で
出された参加者の意見に対する市
政への反映状況をホームページに
掲載した。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 0 0

10.0

15.0

20.0

25.0

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

市民の意見を聴く体制が整備されていないと感じる市民の割合（パーセント)

－６－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

46.3 46.3 45.2 55.6 53.6

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

実績 実績 実績
・専門的知識を要する附属機関等
を除き、公募市民枠を取り入れて
いるが、活動している全ての附属
機関等において、公募市民枠を取
り入れている附属機関等の割合が
わずかに減少した。

・新規の附属機関等への働きかけ
を行った。

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・専門的知識を要する附属機関等
を除き、公募市民枠を取り入れて
おり、活動している全ての附属機
関等に対する公募市民のいる機関
の割合は昨年度から増加してい
る。
・新規の附属機関等への働きかけ
を行い、専門的知識を要する附属
機関等を除き、公募市民枠を取り
入れた。

プラン名　「公募市民枠の拡充」
１̶２̶２̶

政策課

グラフ
公募委員在籍機関の割合
(パーセント)

目標値(令和３年度）

50.0

スケジュール

▼既存の附属機関等の調査及び調
査結果に基づく見直しの実施

▼新規の附属機関等への働きかけ ▼継続 ▼継続 ▼継続

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・専門的知識を要する附属機関等
を除き、公募市民枠を取り入れて
いるが、活動している全ての附属
機関等において、公募市民枠を取
り入れている附属機関等の割合が
わずかに減少した。
・新規の附属機関等への働きかけ
を行い、専門的知識を要する附属
機関等を除き、公募市民枠を取り
入れた。

・専門的知識を要する附属機関等
を除き、公募市民枠を取り入れて
おり、活動している全ての附属機
関等に対する公募市民のいる機関
の割合は昨年度から増加してい
る。
・新規の附属機関等への働きかけ
を行い、専門的知識を要する附属
機関等を除き、公募市民枠を取り
入れた。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｂ　目標値達成 Ｂ　目標値達成
実績 実績 実績

・専門的知識を要する附属機関等
を除き、公募市民枠を取り入れて
いるが、活動している全ての附属
機関等において、公募市民枠を取
り入れている附属機関等の割合の
変動はなかった。
・新規の附属機関等について、そ
の附属機関等の性質に応じて公募
市民枠を取り入れるよう働きかけ
を行った。

・専門的知識を要する附属機関等
を除き、公募市民枠を取り入れて
いるが、活動している全ての附属
機関等において、公募市民枠を取
り入れている附属機関等の割合が
わずかに減少した。
・新規の附属機関等について、そ
の附属機関等の性質に応じて公募
市民枠を取り入れるよう働きかけ
を行った。

・専門的知識を要する附属機関等
を除き、公募市民枠を取り入れて
おり、新規の附属機関等につい
て、その附属機関等の性質に応じ
て公募市民枠を取り入れるよう働
きかけを行ったことから、公募市
民枠を取り入れている附属機関等
の割合が増加した。

・専門的知識を要する附属機関等
を除き、公募市民枠を取り入れて
おり、活動している全ての附属機
関等に対する公募市民のいる機関
の割合は、目標値を達成すること
ができた。
・新規の附属機関等への働きかけ
を行い、専門的知識を要する附属
機関等を除き、公募市民枠を取り
入れた。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 0 0

40.0

50.0

60.0

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

公募委員在籍機関の割合（パーセント)

－７－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

1 2 4 9 17

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

3

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度)

① 市民活動センター登録団体数
(団体)

② コミュニティビジネスに関す
るガイダンス・個別相談等に参加
し、事業の立ち上げにまで至った
件数(件)

目標値(令和３年度）

138 486 439 250431

令和３年度(2021年度)

440

グラフ

プラン名　「市民活動センターを拠点とした市民活動の推進」
１̶３̶１̶

協働推進課

▼市民活動センター周知・利活用
促進のためのPR活動

▼市民活動団体の組織基盤の醸成
のために必要な講座の企画及び団
体の支援
▼コミュニティビジネスへの支援

▼継続

▼継続

▼継続

▼市民活動団体の安定した一定規
模での活動継続の支援

▼団体、企業、地縁団体など多様
なネットワークのマッチング

▼活動団体同士の連携の促進

▼継続

▼地縁団体や企業等を巻き込んだ
取組の実施

▼活動団体同士の相互支援

▼５年間の運営実績に対する評価
を踏まえた次期指定管理者の選定

実績 実績 実績

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・PR活動は、HPやSNS等の活
用に加え、各種イベントへの出展
を行い、センター利活用を促進し
た。講座は、市民活動入門・専門
講座やコーディネーター養成講座
を実施。入門講座の卒業生から新
たに団体を立ち上げた等の成果が
あった。コミュニティビジネス支
援は、講座受講・相談人数が8月
末時点で26名と順調に増加して
いる。

感染症に配慮し、オンラインでの
講座実施や団体の現状ヒアリン
グ、オンライン活用サポート等を
行い、市民活動の停滞を防いだ。
協働まつりのオンライン実施を決
め、コミュニティ協議会への参加
を促すなど地縁団体とのネット
ワーク作りに努めた。多様な主体
のマッチングを促進するみんぷら
事業を開始した。情報発信力向上
とマッチング促進のためにサイト
をリニューアル公開した。

PR活動のため、チラシ配布や、
HP、SNS、LINE＠等の活用に加
え、各種イベントへの出展を行っ
た。組織基盤強化や人材育成のた
め、各種講座に加えてコーディ
ネーターのインターンシップ制度
を開始した。コミュニティビジネ
ス支援のため、相談等に加えて創
業関連機関と連携した創業セミ
ナーの開催を複数回実施した。

・昨年度に引き続き、団体のオン
ライン化支援を実施した。また、
オンラインサポーター養成講座を
実施し、サポート人材の増加と、
社会貢献経験のきっかけを提供し
た。
・地縁団体、行政ともオンライン
支援をきっかけとした連携が増
加。
・プロボノ事業を新たに開始し、
市民同士の団体支援を促進した。
・次期指定管理者候補者選定委員
会を開催。

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

△33,179△2,473 △5,012 14,413

・各種PR活動を行うとともに、
気軽に参加しやすいイベント等を
実施し、センター利活用を促進し
た。協働まつりにより広く市民へ
市民活動・協働の紹介を行い、市
民や団体等の交流が促進された。
登録団体等の調査等も行い、団体
の組織基盤強化につながる助成金
や各種支援策について検討した。
コミュニティビジネス支援によ
り、事業立ち上げまでに至った件
数が1件増加した。

PR活動のため、企業や団体と連携
した共催イベントを実施し、新た
な層の来館を目指した。協働まつ
りでは、参加団体数が増加した。
組織基盤強化のため、R2年度助成
金の制度を抜本的に改めた。ま
た、他都市のセンター調査を実施
し、施策の改善に活かす予定。
コミュニティビジネスについて
H30年度から伴走支援していた案
件が立ち上げに至った。起業支援
コーナー運用方法の見直しを検討
した。

感染症下でも市民活動を停滞させ
ないため、協働まつりをオンライ
ンで実施した。その結果、団体の
オンライン対応力の向上、オンラ
イン上での団体交流の促進、取組
みのメディアへの掲載等の効果が
あった。その他各種講座等もオン
ラインで実施した。団体間のネッ
トワーク促進のため、分野を限定
した交流会事業を実施した。情報
誌kokoikoを通じた地縁団体との
関係性の構築を企図した。

・協働まつりをオンラインと会場
のハイブリッドで開催し、多様な
方法で市民活動団体を知り・交流
する機会を提供した。
・地域課題解決プラットフォーム
「みんぷら」事業を市と協働で開
催し、多様な市民・企業を巻き込
みながら社会貢献プロジェクト創
出を支援した。
・次期指定管理者候補者を選定し
た。

Ｂ　目標値達成 Ｂ　目標値達成 Ｂ　目標値達成 Ａ　目標値以上
実績 実績 実績

100

600
①市民活動センター登録団体数(団体)

0

10

20

②ガイダンス・個別相談等に参加し、事業

の立ち上げにまで至った件数(件)

－８－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

238,754 224,887 182,514 9,125 21,148

平成３０年度

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

・各文化センターにおいてコミュ
ニティ協議会への委託により、地
域の連携・協力のもと、地域の特
色・資源をいかした各種事業を実
施し、地域のふれあいやつながり
の場の創出を図った。なお、一部
の行事について、荒天により中止
となった。
また、今後文化センターに必要な
機能を庁内関係課で検討するにあ
たり、課題の抽出・整理を行っ
た。

実績 実績 実績

0 0 0 0

・各文化センターにおいてコミュ
ニティ協議会への委託により、地
域の連携・協力のもと、地域の特
色・資源をいかした各種事業を実
施し、地域のふれあいやつながり
の場の創出を図った。なお、台風
15号や19号、コロナウィルス感
染拡大により、一部の行事をやむ
なく中止した影響もあり、利用者
数及び事業参加者数ともに減少と
なってしまった。

・各文化センターにおいて地域住
民で構成されるコミュニティ協議
会への委託により各種事業を実施
し、地域のふれあいやつながりの
場の創出を図る予定であったが、
新型コロナウィルス感染拡大によ
り、ほとんどの事業を中止した影
響を受け、利用者数及び事業参加
者数ともに減少となっている。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

・各文化センターにおいて地域住
民で構成されるコミュニティ協議
会への委託により各種事業を実施
し、地域のふれあいやつながりの
場の創出を図る予定であったが、
新型コロナウィルス感染症拡大が
収束せず、昨年に引続き地域まつ
りや運動会など大勢が一堂に会す
る事業は中止。実施にこぎつけた
季節の催しは人数や時間を縮小し
たため、事業参加者数はセンター
利用者数とともに減少となってい
る。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進まなかった

・引続き各文化センターにおいて
コミュニティ協議会への委託によ
り、地域の連携・協力のもと、地
域の特色・資源をいかした各種事
業を実施し、地域のふれあいやつ
ながりの場の創出を図った。
また、今後文化センターに必要な
機能を庁内関係課で検討するにあ
たり、まずは課題の抽出・整理を
開始した。

・引続き各文化センターにおいて
コミュニティ協議会への委託によ
り、地域の連携・協力のもと、地
域の特色・資源をいかした各種事
業を実施し、かつ集客のためのPR
等にも力を注ぎ新たなる参加者の
獲得に努め地域のふれあいやつな
がりの場の創出を図った。
また、今後文化センターに必要な
機能を庁内関係課で検討するにあ
たり、引続き課題の抽出・整理を
行った。

・例年どおり各文化センターにお
いてコミュニティ協議会へ事業委
託を契約したが、新型コロナ禍に
より事業パートナーである協議会
委員が一堂に会することも困難な
状況である。全センターで実施す
る「地域まつり」をはじめ、集客
イベントの多くを見送った。こう
した状況下でも新しい生活様式を
考慮した「できること」を探りな
がら、少しでも地域のふれあいや
つながりの場の創出するべく検討
している。
また、今後文化センターに必要な
機能を庁内関係課で検討するにあ
たり、引続き課題の抽出・整理を
行った。

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・施設の利用制限（人数・内容）
に協力していただいているので昨
年度来の利用者減少は止むを得な
い。
・例年の業務委託予算要望額に新
型コロナ防止対策費を加算し準備
したが、事態の収束が見えないな
か、従前の内容を変更して「でき
ること」を模索し企画実施するこ
とはとても難しい。時間や人数を
制限しながらも開催に向けた取り
組みを進めるも様々な問題が生じ
ることを懸念して実施にこぎつけ
ない状況がある。市が現時点で課
題として考えているのは、パート
ナー（コミ協等）の意欲の減退で
あるため、市側（事務局）の積極
的な関わりにより、モチベーショ
ン維持に努めることが必要な時期
である。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない

実績 実績 実績

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

984,320 369,743 472,669 977,000

230,000

グラフ

プラン名　「市民との協働による地域運営」
１̶３̶２̶

地域コミュニティ課

▼地域の特色をいかした事業の継
続実施

▼地域の連携体制等に係る情報収
集

▼今後、文化センターに必要とな
る機能の整理・検討

▼継続

▼情報収集に基づく検討

▼継続

▼継続

▼検討結果に基づく決定

▼検討結果に基づく決定

▼継続

▼決定に基づく取組の実施

▼決定に基づく取組の実施

① 文化センター利用者数(人)

② 各文化センター圏域のコミュ
ニティ事業参加者数(人)

目標値(令和３年度）

1,038,698 924,750

0
500,000

1,000,000
1,500,000

①文化センター利用者数(人)

0

200,000

400,000

②各文化センター圏域のコミュニティ事業

参加者数(人)

－９－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

2,086 3,920 5,571 5,825 11,642

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

14,328 279 30,701 11,510
委託料の増加

(取組を進めるための経費であるため、「効果額」には算入しない。）

実績 実績 実績
・新たに地域福祉コーディネー
ターを配置した地域での困りごと
相談会を開始した。

・地域福祉コーディネーターを２
名増員し、市内全域に配置した。
（現状６名配置）
・６名の地域福祉コーディネー
ターを配置したことで、月曜から
金曜まで毎日、配置地域のいずれ
かの文化センター（武蔵台、新
町、住吉、紅葉丘、押立、片町）
で困りごと相談会を開催できるよ
うになった。

・文化センターの使用再開に伴
い、困りごと相談会も再開した。
・福祉エリアの見直しに伴い、令
和３年度から文化センター圏域を
基礎とした１１の福祉エリアに地
域福祉コーディネーターを配置す
るための準備を進めた。

上半期に続き、１１の福祉エリア
にて困りごと相談会を実施した。
また、福祉エリアにおける「福祉
相談の拠点」を市内に展開できる
よう、協議検討を行った。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ａ　目標値以上 Ａ　目標値以上 Ａ　目標値以上 Ａ　目標値以上

【最終評価】

・福祉エリアを6エリアから１１
エリアに見直したことにより、地
域福祉コーディネーターを5名増
員し、全福祉エリアに各1名配置
した。
・新型コロナウイルス感染防止対
策を行い、地域福祉コーディネー
ターによる困りごと相談会を実施
した。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

・地域福祉コーディネーターを1
名増員した。
・新たに地域福祉コーディネー
ターを配置した地域での困りごと
相談会の実施に向け、準備を進め
た。

・地域福祉コーディネーターを２
名増員し、市内全域に配置した。
・新たに地域福祉コーディネー
ターを配置した地域で困りごと相
談会を開始した。

・新型コロナウイルス感染防止に
よる文化センター施設の利用の一
部制限に伴い、地域福祉コーディ
ネーターによる困りごと相談会は
休止した。
【休止期間】
（武蔵台、住吉、紅葉丘、押立）
４月８日から６月２週目まで
（新町、片町）４月８日から６月
末まで
・困りごと相談会の休止期間も電
話等により相談の受付や支援の継
続を実施した。

【年間評価】 【年間評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

実績 実績 実績

▼１名増員 ▼２名増員して、市内全域に地域
福祉コーディネーターを配置

▼市内全域で支え合いのまちづく
りを推進

▼継続

（上半期評価） （上半期評価） （上半期評価）

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「地域で支えあう仕組みづくり」
１̶３̶３̶①

個別プラン名　　「福祉相談窓口」
地域福祉推進課

グラフ
地域福祉コーディネーターの地域
運営支援件数と個別支援件数の合
計値
(件)

※地域運営支援：組織の立上げ協
議など

※個別支援：個別の電話相談など

目標値(令和３年度）

2,503

スケジュール

2,000

7,000

12,000

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

地域福祉コーディネーターの地域運営支援件数と個別支援件数の合計値 (件)
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行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

8.14 11.63 16.86 16.86 16.86

平成３０年度(2018年度)

（上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

2,000 3,000 3,000 3,000

モデル地区として３つの文化センター圏域に上限1,000,000円の補助金を交付し、これまで以上に地域
の防災活動を支援していく。

(取組を進めるための経費であるため、「効果額」には算入しない。）

・第２回、第３回の自主防災連絡
会を各圏域で開催した。
・既に安否確認の取組について先
進的に活動している団体を紹介す
るなど各団体間で情報共有すると
ともに、自主防災連絡会の組織化
に取り組み、より活動しやすい組
織体制づくりを支援した。

・各文化センター圏域で自主防災
連絡会を開催し、台風第１９号時
の各避難所や各地域での取組等に
ついて情報共有した。
・一部圏域では学校との連携を開
始し、地域主体の避難所運営につ
いて取組を始めた。

・四谷文化センター圏域において
補助事業を実施し、広報紙の作
成・配布及び風水害時の避難訓練
を実施した。

・新型コロナウイルス感染症の影
響で、会議や訓練の開催ができな
かった。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成
実績 実績 実績

【最終評価】

・新型コロナウイルスの影響で開
催が難しい状況である。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進まなかった

・第１回の自主防災連絡会を各圏
域にて６月下旬から７月中旬にか
けて開催した。
・「行動計画」と「安否確認活動
強化ガイド」の活用方法の説明を
行い自治会等の取組みを支援し
た。

・各文化センター圏域で自主防災
連絡会を開催し、各団体の取組等
について情報共有した。
・各団体における安否確認活動の
取組を推進するとともに、いくつ
かの圏域で組織体制を確立し、今
後の活動について協議した。

・浸水想定区域内の４文化セン
ター圏域を対象に市長と語る会を
開催した。
・新型コロナウイルスの影響で開
催が難しい状況であるが、四谷文
化センター圏域において補助事業
を実施する予定。

【年間評価】 【年間評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない

実績 実績 実績

▼防災行動計画に基づいて自治会
等が行う各種防災対策の企画・実
行に対する支援

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

（上半期評価） （上半期評価） （上半期評価）

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「地域で支えあう仕組みづくり」
１̶３̶３̶②

個別プラン名　　「地域自主防災連絡会」
防災危機管理課

グラフ
参加自治会等の安否確認の体制が
確立されている割合（パーセン
ト）

目標値(令和３年度）

100.00

スケジュール

▼自治会等の防災行動計画の作成
支援

▼全圏域共通テーマ＜安否確認＞
の設定

▼参加自治会等の増加に向けた周
知及び新たな普及方策の検討

0

50

100

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

参加自治会等の安否確認の体制が確立されている割合（パーセント）

－１１－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

グラフ

プラン名　「総合計画の進行管理体制の強化」
２̶４̶１̶

政策課

なし

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)
▼総合計画の進行管理に関する調
査・検討

▼調査・分析を踏まえた、市民参
加による外部評価の仕組みの構築

▼市民参加による外部評価の試行
実施

▼外部評価の実施

▼次期総合計画の進行管理に関す
る調査・検討

▼外部評価の継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

【最終評価】

・定期的な外部評価は行っていな
いが、第７次府中市総合計画（前
期基本計画）の策定に当たって
は、外部評価制度の導入も含め、
効果的な進行管理が行えるよう検
討を進めている。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

・インターネットの活用及び複数
の事業者（コンサル関係）との意
見交換による他市事例等の収集

・市民と市職員が意見交換を行う
ワークショップの開催に向けた検
討

・市民と市職員が参加する「府中
市総合計画市民検討会議」を開催
し、これまで（第６次総合計画期
間）に得られた成果や残された課
題をはじめ、次期総合計画の策定
に向けた見直しの論点などについ
て、意見交換（意見収集）を行っ
ている。

【年間評価】 【年間評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進まなかった
指標評価 指標評価 指標評価（最終）

なし なし なし なし
実績 実績 実績

(取組を進めるための経費であるため、「効果額」には算入しない。）

・次年度における市民と市職員が
意見交換を行うワークショップの
開催の決定（※対話により市民の
意見等を把握し、その内容は総合
計画に基づき庁内各部署が展開し
ている施策や事業の進行管理にお
いて活用する）

・次期総合計画の策定を見据えた
上で、現行計画の振り返り等を行
うワークショップを年度末に開催
する予定でいたが、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大を防ぐた
めの重要な期間であることに鑑
み、開催を中止することとした。

・市民と市職員が参加する「府中市総
合計画市民検討会議」を開催し、これ
まで（第６次総合計画期間）に得られ
た成果や残された課題をはじめ、次期
総合計画の策定に向けた見直しの論点
などについて、意見交換（意見収集）
を行ったが、定期的な外部評価制度の
導入には至っていない。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

39 33 0 0
会場使用料

・効果的な進行管理に向けて体制
を強化するため、第７次府中市総
合計画（前期基本計画）の策定に
当たっては、外部評価制度を盛り
込んだ。

－１２－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

- 0.0 44.4 57.8 57.8

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「団体に対する補助金の適正化に向けた総点検の実施」
２̶４̶２̶

政策課

グラフ
総点検で見直しが必要と判定され
た事業における見直しの実施割合
（パーセント)

目標値(令和３年度）

100.0

スケジュール

▼総点検の実施
　
　
▼総点検の結果のホームページ等
での公表

▼総点検の結果を踏まえた６つの
視点に基づく見直しの実施

▼見直し結果の予算への反映

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

【最終評価】

・団体補助金総点検後の取組状況
について本部会議で報告するとと
もに、引き続き見直しの検討を
行った。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

・府中市補助金検討会議の答申に
基づき、平成29年度に「団体補
助金に関する総点検の実施基準」
を策定し、平成29・30年度の2
か年で全54事業の補助金につい
て総点検を実施した。

・団体補助金総点検の結果を踏ま
え、各主管課において見直しの検
討を行った。

・団体補助金総点検の結果を踏ま
え、今後対応を予定している各主
管課において、引き続き見直しの
検討を行った。

【年間評価】 【年間評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ
指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成
実績 実績 実績

0 -4,190 -82 0
見直し結果を翌年度予算に反映した金額。

・府中市補助金検討会議の答申を
受け、庁内の府中市補助金等審査
委員会において「団体補助金に関
する総点検の実施基準」を定め、
当該基準に基づいて総点検を実施
した。
・審査の結果、「継続交付すべき
もの」が２１件、「見直しすべき
もの」が１４件となった。

・府中市補助金等審査委員会にお
いて、令和２年度予算を審査する
際、団体補助金に関する総点検の
結果を踏まえ、補助額等の審査を
行った。

※指標及び予算反映額について
は、現在集計中のため、集計され
次第、ご報告いたします。

・府中市補助金等審査委員会にお
いて、令和３年度予算を審査する
際、団体補助金に関する総点検の
結果を踏まえ、補助額等の審査を
行った。
・上記以外にも令和３年度予算編
成にあたり、各主管課において総
点検の結果を踏まえた検討・対応
を行った。
・令和２年度末時点の対応済み事
業数／見直しが必要な事業数は26
事業／45事業であった。

令和３年度以降に対応が必要と
なっている事業の進捗状況につい
て確認を行った。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0

50

100

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

総点検で見直しが必要と判定された事業における見直しの実施割合（パーセント)

－１３－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

17.7 10.5 29.8 62.6 17.6

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

グラフ

プラン名　「内部評価制度等に即した事務事業の最適化の推進」
２̶４̶３̶

政策課 財政課

▼新たな基準等に基づく内部評価
の実施

▼見直し・廃止の早期対応措置の
実施
▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼開始時に指標及び目標値を設定
した新規・レベルアップ事業に対
する検証作業開始

① 見直し・廃止事業数／新規・
レベルアップ事業数(パーセント)

② 見直し・廃止事業の一般財源
額／新規・レベルアップ事業の一
般財源額)パーセント)

目標値(令和３年度）

14.3 17.9 22.6 13.1 25.0

令和３年度(2021年度)

▼４年間の実績を踏まえた内部評
価制度の検証・改善策検討

▼見直し・廃止の早期対応措置の
試行
▼新規・レベルアップ事業の検証
制度化(指標・目標値設定)
▼事務事業点検対象事業の整理・
引継ぎ

10.0

25.0

スケジュール

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

実績 実績 実績

Ｂ　計画通りに進んだＢ　計画通りに進んでいる

・外部評価を含め、事業評価制度
について検討を行った。
・見直し・廃止の早期対応措置の
試行について、予算の編成と執行
に係る課題を洗い出し、各課に改
善提案を行った。
・引き続き、政策会議用シートに
提案事業の終期を記載し、指標・
目標値を設定した。

・次期総合計画の策定を視野に、
行政評価の在り方について検討を
行った。
・見直し・廃止の早期対応措置の
試行について、予算の編成と執行
に係る課題の洗い出しを行った。
・引き続き、政策会議用シートに
提案事業の終期を記載し、指標・
目標値を設定した。

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度)

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・見直し・廃止の早期対応措置の
試行について、予算の編成と執行
に係る課題の洗い出しを行った。

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

(上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・先進市の事例を研究した。
・見直し・廃止の早期対応措置の
試行について、予算の編成と執行
に係る課題を洗い出し、各課に改
善提案を行った。
・政策会議用シート（新規・レベ
ルアップ用）に、提案事業の終期
を記載し、４年以上継続する予定
の事業については、指標・目標値
を設定することとした。
・点検対象事業の扱いについて、
行革本部に報告した。

(上半期評価） (上半期評価）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成
実績

・見直し・廃止の早期対応措置の
試行について、改善提案を行い各
課で見直しを進めた結果、提案の
一部を予算に反映できた。
・次年度から4年以上継続する新
規・レベルアップ事業について、
指標及び目標値を設定した。

・見直し・廃止の早期対応措置に
ついて、改善提案を行い各課で見
直しを進めた結果、提案の一部を
予算に反映できた。
・次年度から4年以上継続する新
規・レベルアップ事業について、
指標及び目標値を設定した。

・見直し・廃止の早期対応措置に
ついて、改善提案を行い各課で見
直しを進めた結果、提案の一部を
予算に反映できた。
・次年度から4年以上継続する新
規・レベルアップ事業について、
指標及び目標値を設定した。

・見直し・廃止の早期対応措置に
ついて、改善提案を行い各課で見
直しを進めた結果、提案の一部を
予算に反映できた。
・次年度から4年以上継続する新
規・レベルアップ事業について、
指標及び目標値を設定した。ま
た、令和元年度から開始した新
規・レベルアップ事業について、
達成度を確認し、次年度の方向性
を検討した。

-4,541 -1,875

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

Ｃ　目標値未達成
実績 実績

-15,096

改善提案に基づく各課削減額の合計

-46,784

10.0
20.0
30.0
①見直し・廃止事業数／新規・レベルアップ

事業数(パーセント)

10

110
②見直し・廃止事業の一般財源額／新規・

レベルアップ事業の一般財源額)パーセン
ト)

－１４－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

2.48 2.53 2.54 2.56 2.56

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「公共施設マネジメントの視点による公共施設の最適化」
２̶５̶１̶

建築施設課 施設所管課

グラフ
公共施設の市民１人当たりの延床
面積（平方メートル/人）

目標値(令和３年度）

2.51

スケジュール

▼第２次公共施設マネジメント推
進プランに基づく最適化の取組の
実施

▼（モデル事業）
宿泊機能・サービスの今後の在り
方について検討

▼継続

▼（モデル事業）
宿泊機能・サービスの今後の在り
方に関する方針の決定

▼継続

▼（モデル事業）
方針に基づく取組の実施

▼継続

▼（モデル事業）
継続

▼４年間の実績に対する評価を踏
まえた次期プランの策定

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

【最終評価】

・モデル事業３「宿泊機能・サー
ビスの今後の在り方」について、
方針に基づく取組実施に向けて関
係各所と調整を進めた。
・府中市公共施設マネジメント基
本方針の改訂に向けて検討を進め
た。
・次期公共施設マネジメント推進
プランの策定に向けて検討を進め
た。
・文化・スポーツ施設の配置等適
正化、総合体育館の移転等に係る
基礎調査に着手した。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

・各施設において、平成３０年度
から４年間を計画期間とする第２
次府中市公共施設マネジメント推
進プランに基づく取組を開始し
た。
・有識者、関係団体の推薦者と公
募市民からなる検討協議会を設置
し、モデル事業３「宿泊機能・
サービスの今後の在り方」を検討
するため、当該協議会を２回開催
し、検討を進めた。

・しみずがおか高齢者在宅サービ
スセンターの廃止後の効果的な活
用に向けた検討のほか、総合体育
館の府中基地跡地留保地を移転先
とした建替えの検討を進めるな
ど、第２次公共施設マネジメント
推進プランの取組を着実に進めて
いる。
・モデル事業３「宿泊機能・サー
ビスの今後の在り方」について、
市としての方針の策定に向け、教
育委員会や佐久穂町などの関係機
関との協議・調整を進めた。

・しみずがおか高齢者在宅サービ
スセンター廃止後の活用策を検討
したほか、朝日体育館や地域プー
ルの処分に向けた取組を明確にす
るなど、第２次公共施設マネジメ
ント推進プランの取組を着実に進
めている。
・モデル事業３「宿泊機能・サー
ビスの今後の在り方」について、
市としての方針の策定に向け、教
育委員会や佐久穂町など関係機関
との協議・調整を進めた。

【年間評価】 【年間評価】

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成

・グリーンプラザや旧ふれあい会
館の解体のほか、しみずがおか高
齢者在宅サービスセンターや矢崎
幼稚園の廃止に向けた条例手続を
終えるなど、第２次公共施設マネ
ジメント推進プランの取組を着実
に進めている。
・モデル事業３「宿泊機能・サー
ビスの今後の在り方」について、
市としての方針の策定に向け、検
討協議会による検討を進め、報告
書を受理した。

・第二の二本町住宅の廃止に向け
た条例手続が完了したほか、東保
育所と住吉保育所について、他の
保育所との統合を含んだ基幹保育
所としての整備を進めるなど、第
２次公共施設マネジメント推進プ
ランの取組を着実に進めている。
・モデル事業３「宿泊機能・サー
ビスの今後の在り方」について、
今年度中の策定を見込んでいた市
としての方針は、引き続き丁寧に
協議を進めていく必要があるた
め、来年度中の策定にスケジュー
ルを見直した。
 
 
 

・朝日体育館の廃止に向けた条例手続
が完了したほか、リサイクルプラザの
老朽化対策を進めるなど、第２次公共
施設マネジメント推進プランの取組を
着実に進めた。また、新設する児童発
達支援センターの機能整理を行った。
・公共施設マネジメントの取組を市民
に周知するとともに、市民意見を取り
入れるためオープンハウスを実施し
た。
・モデル事業３「宿泊機能・サービス
の今後の在り方」について、方針
（案）を作成し、パブリックコメント
手続を行い、市としての方針を策定し
た。

・地域プールの一部廃止に向けた条例
手続を終えるなど、第２次公共施設マ
ネジメント推進プランの取組を着実に
進めた。目標値については、未達成で
あった。
・公共施設マネジメントの取組を市民
に周知するため、オープンハウスや市
民協働まつりに参加した。また、ＳＮ
Ｓを活用し、定期的に情報を発信でき
る体制を整備した。
・策定から一定期間が経過した公共施
設マネジメント基本方針を改定すると
ともに、次期プランとして第３次公共
施設マネジメント推進プランを策定し
た。
・文化・スポーツ施設の配置等適正
化、総合体育館の移転等に係る基礎調
査を進めるとともに、市民ワーク
ショップ等を開催した。

0 0 0 0

実績 実績 実績

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

2.4

2.5

2.6

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

公共施設の市民１人当たりの延床面積（平方メートル/人）
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行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

▼第２次公共施設マネジメント推
進プランに基づく計画的保全の取
組の実施
▼（モデル事業）
包括管理業務委託の実施に向けた
検討

▼継続

▼（モデル事業）
包括管理業務委託の試行的実施

▼継続

▼（モデル事業）
継続

▼継続

▼（モデル事業）
試行的実施の継続と効果の検証
▼４年間の実績に対する評価を踏
まえた次期プランの策定

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

グラフ

なし

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「公共施設マネジメントの視点による公共施設の計画的保全」
２̶５̶２̶

建築施設課 施設所管課

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

【最終評価】

・各施設所管課による劣化状況調
査を実施した。
・モデル事業４「包括管理業務委
託による公共施設の維持・保全」
では、これまでの取組に加え、昨
年度の劣化状況調査に基づく各施
設の修繕を実施した。また、今後
の制度設計や対象施設などを検討
するため、市内事業者との意見交
換会を２回開催した。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

・施設改修履歴システムの運用を
開始した。
・各施設所管課による劣化状況調
査を実施した。
・モデル事業４「包括管理業務委
託による公共施設の維持・保全」
の試行的実施に向けて検討を進め
た。

・各施設所管課による劣化状況調
査を実施した。
・モデル事業４「包括管理業務委
託による公共施設の維持・保全」
では、保育所等の対象施設につい
て、専門性を有する民間事業者等
による劣化状況調査を実施し、劣
化度を考慮した修繕の実施に向け
た準備を進めたほか、次年度以降
の展開について検討した。

・各施設所管課による劣化状況調
査を実施した。
・モデル事業４「包括管理業務委
託による公共施設の維持・保全」
では、民間事業者による対象施設
の劣化状況調査を実施したほか、
より効率的に施設保全を進めるた
めの中長期的な修繕計画の作成を
行った。また、修繕方法の効率化
を図るため、単価契約を導入し
た。

【年間評価】 【年間評価】

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

なし なし なし なし

・劣化状況調査の結果等を基に、
改修工事の優先順位付けを実施し
た。
・モデル事業４「包括管理業務委
託による公共施設の維持・保全」
の試行的実施に向けて、準備を整
えた。

・各施設所管課による劣化状況調
査の結果等を基に、改修工事に加
えて、修繕や調査委託など、投資
的経費に計上される全ての案件の
優先順位付けを実施した。
・モデル事業４「包括管理業務委
託による公共施設の維持・保全」
では、専門性を有する民間事業者
による劣化状況調査や、各種工
事・修繕の優先順位付けを行っ
た。また、今年度の取組を踏ま
え、次年度以降の展開について整
理した。なお、モデル事業４の対
象施設について、修繕方法の効率
化を図るため、試行的に導入する
単価契約に向けた準備を整えた。

・各施設所管課による劣化状況調
査の結果等を基に、改修工事に加
えて、修繕や調査委託など、施設
に関わる投資的経費の優先順位付
けを実施した。
・モデル事業４「包括管理業務委
託による公共施設の維持・保全」
では、専門性を有する民間事業者
による劣化状況調査や、修繕等優
先順位リスト、長期修繕計画の作
成などを行った。また、試行期間
が令和３年度末までであることか
ら、その後の展開を検討するにあ
たって、これまでの取組における
効果について整理した。そのほ
か、修繕方法の効率化のため、試
行的に単価契約を導入したほか、
運用状況等を踏まえ、次年度にお
けるより効率的な運用に向けて準
備を整えた。

・各施設所管課による劣化状況調
査の結果等を基に、改修工事に加
えて、修繕や調査委託など、施設
に関わる投資的経費の優先順位付
けを実施した。
・モデル事業４「包括管理業務委
託による公共施設の維持・保全」
では、専門性を有する民間事業者
による劣化状況調査や、修繕等優
先順位リスト、長期修繕計画の作
成などを行った。
・包括管理業務委託については、
単年度ごとの評価を踏まえ、令和
４年度には総合的な評価と、今後
の方針を策定することとした。な
お、方針策定後の新たな取組に移
行するまでの間は、修繕業務を除
き、これまでと同様の施設及び業
務を対象とした包括管理業務委託
を続けていくこととした。

(取組を進めるための経費であるため、「効果額」には算入しない。）

前年度の包括管理業務委託に係る予算額との差額（前年度と比較して、包括管理業務委託で委託す
る業務が増加しているため、予算額も増加している。）

20,574 14,984 -25,87117,106

実績 実績 実績

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

－１６－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

57.9 56.5 52.3 55.5 52.6

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法 「翌年度予算への反映」ではなく、インフラマネジメント計画（２０１８年度）短期進捗評価一覧表における効果額を採用

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

(歳入増)40,647、(歳出減)164,810 (歳入増）101,121、（歳出減）146,231 (歳入増）51,557、（歳出減）239,746 （歳入増）69,126、（歳出減）243,059

実績 実績 実績
・市民にインフラマネジメントを
知ってもらうため、パンフレット
を作成し、シンポジウムを開催し
た。
・府中駅ペデストリアンデッキの
点検を実施した。
・ＥＳＣＯ事業による街路灯・公
園灯のＬＥＤ照明化が完了した。
・インフラマネジメント計画（２
０１８年度）の取組の進捗状況
は、Aが３６件となった。取組件
数６３件に占める割合は５７.１％
という結果となった。

・道路等包括管理事業（北西地
区）をより良い事業とするため
に、市内事業者との意見交換会を
３回開催した。
・市民協働のまちづくりカフェ
で、周知方法の提案を受けた。
・サービス料金の適正化として、
複写を廃止し、証明手数料に一元
化した。
・インフラマネジメント計画（２
０１８年度）の取組の進捗状況
は、Aが４６件となった。取組件
数６３件に占める割合は７３.０％
という結果となった。

・次期道路等包括管理事業（東地
区、南西地区、北西地区）は、公
募型プロポーザル方式で募集を行
い受注候補者の選定手続きを進め
た。
・インフラマネジメント計画（２
０１８年度）の平成30年度から令
和３年度の短期計画の取組状況及
び令和４年度から令和１１年度の
中期計画の取組内容等について、
各主管課にヒアリングを実施し
た。
・インフラマネジメント計画（２
０１８年度）の取組の進捗状況
は、Aが49件となった。取組件数
６３件に占める割合は77.8％とい
う結果となった

・道路等包括管理事業（東、南
西、北西地区）を開始し、市民等
からの要望相談を受付ける道路管
理センターを設置し市民サービス
の向上を図りつつ、道路の日常の
維持管理を実施した。
・インフラマネジメント計画（２
０１８年度）の短期計画（平成３
０年度から令和３年度）につい
て、有識者等で構成された委員会
を設置し、短期計画の評価及び令
和４年度からの中期計画に向けた
取組方針をまとめた。
・インフラマネジメント計画（２
０１８年度）の各施策の短期計画
における取組は、継続して実施し
ている。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成

【最終評価】

・道路等包括管理事業（東、南
西、北西地区）を開始し、市民等
からの要望相談を受付ける道路管
理センターを設置し市民サービス
の向上を図りつつ、道路の日常の
維持管理を実施している。
・インフラマネジメント計画（２
０１８年度）を継続して推進し、
短期計画（平成３０年度から令和
３年度）の取組について確認する
とともに、有識者等で構成された
委員会を設置し、短期計画の評価
及び令和４年度からの中期計画に
向けた方針の検討を進めている。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

・７月に策定したインフラマネジ
メント計画（２０１８年度）を、
８月に公表し、施策に位置付けた
取組を推進している。
・４月から道路等包括管理事業
（北西地区）を開始し、道路の日
常の維持管理やケヤキ並木の枯損
枝等の除去などを実施している。
・街路灯・公園灯のＬＥＤ化、維
持管理業務を含めたＥＳＣＯ事業
を実施している。
・その他の施策についても、着手
可能なものから検証及び検討し、
計画の取組スケジュールに基づき
推進している。

・道路等包括管理事業（北西地
区）が始まり１年が経過したた
め、内容を評価、検証し、より良
い事業となるように検討してい
る。
・インフラマネジメントを市民に
知ってもらうための方法につい
て、協働により検討している。
・その他の施策についても、イン
フラマネジメント計画（２０１８
年度）の取組スケジュールに基づ
き、継続して推進及び検討してい
る。

・道路等包括管理事業（北西地
区）は、受注者の適切かつ確実な
実施を確保するため、モニタリン
グを実施している。
・次期道路等包括管理事業（東地
区、南西地区、北西地区）は、公
募型プロポーザル方式で募集を行
い受注候補者の選定手続きを進め
ている。
・インフラマネジメント計画を継
続して推進し、平成30年度から令
和３年度の短期計画で未着手の取
組は、本年度中に着手することを
確認した。

【年間評価】 【年間評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

▼インフラマネジメント計画（２
０１８年度）の公表・推進

▼道路等包括管理事業（北西地
区）開始

▼インフラマネジメント計画（２
０１８年度）の推進

▼道路等包括管理事業（北西地
区）検証

▼継続

▼道路等包括管理事業（北西地
区）終了及び（市内全域）募集

▼継続

▼道路等包括管理事業（市内全
域）開始

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「インフラマネジメント計画に基づくインフラの維持管理施策の実施」
２̶５̶３̶

道路課 建築施設課、ふるさと文化財課、公園緑地課、下水道課

グラフ
社会基盤の保全・整備に満足して
いる市民の割合(パーセント)

目標値(令和３年度）

60.0

スケジュール

50
55
60
65

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

社会基盤の保全・整備に満足している市民の割合(パーセント)

－１７－



行革プラン進行管理シート

プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

0 5 6 7 13

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「市有財産活用の推進」
２̶５̶４̶

財産活用課 政策課、建築施設課

グラフ
公共施設マネジメントの進捗に
伴って生み出された公共施設跡地
等について、新たな活用を行った
数(件)

目標値(令和３年度）

5

スケジュール

▼旧保健センター分館の新たな活
用の開始
▼府中グリーンプラザ閉館後の新
たな活用に向けた選定事業者との
調整
▼市有財産活用基本方針の運用

▼府中グリーンプラザ敷地の新た
な活用の準備
▼継続

▼府中グリーンプラザ敷地の新た
な活用の開始
▼継続

▼府中グリーンプラザ敷地の新た
な活用の開始
▼継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

【最終評価】

・旧市営第二の二本町市営住宅敷
地及び周辺市有地について活用の
検討を行った。
・しみずがおか高齢者在宅サービ
スセンターの跡地は引続き利活用
検討を進めた。
・旧ワークブランチ、旧朝日保育
所、旧小柳幼稚園の跡地は引続き
利活用検討を進めた。
・みどり幼稚園の跡地の利活用の
検討に着手した。
・保健センターの今後発生する空
き床の活用について検討を行っ
た。
・白糸台プールの跡地の利活用の
検討に着手した。
・西府保育所跡地の利活用に着手
した。
・旧矢崎幼稚園の跡地を児童発達
支援センター（仮）にすることと
し、建築設計を行った。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

・平成３０年４月１日よりふれあ
い会館（旧保健センター分館）の
稼働を開始した。
・府中グリーンプラザ敷地活用事
業における選定事業者からの事業
計画書を受理、並びに選定事業者
との各種契約の締結（建物無償譲
渡契約、事業用定期借地権設定契
約、解体撤去に係る協定書）。

・旧府中グリーンプラザの解体及
び同敷地における新施設の建設の
ため選定事業者及び関係機関等と
の調整を実施した。
・市有財産活用基本方針に沿っ
て、庁内調整を実施するととも
に、未利用となっていた旧南白糸
台ゲートボール場跡地をコイン式
駐車場として暫定的に転用を行っ
た。

・旧学校給食センターの解体工事
を実施した。
・旧ワークブランチの解体向けた
準備を進めた。
・旧矢崎幼稚園の解体工事に着手
した。
・コイン式駐車場として貸し付け
ている府中町丁目公共用地について

従前の契約期間満了により,入札によ

り新たな貸付け者を選定した。
・旧市営第二の二本町市営住宅敷
地及び周辺市有地について活用の
検討を行った。
・令和3年3月31日をもって廃止
を予定している小柳幼稚園の跡地
の利活用の検討に着手した。
・しみずがおか高齢者在宅支援
サービスセンターの跡地は引続き
利活用検討を進めた。
・旧ワークブランチ、旧朝日保育
所の跡地は引続き利活用検討を進
めた。

【年間評価】 【年間評価】

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｂ　目標値達成 Ｂ　目標値達成 Ｂ　目標値達成 Ｂ　目標値達成
実績 実績 実績

・ふれあい会館（旧保健センター
分館）は同敷地へ移転以後、特に
問題もなく安定稼働に入った。
・旧白糸台出張所跡地は、公園整
備を行った後、３月末に供用開始
となっている。
・矢崎幼稚園は、庁内で整理し
た。
・旧府中グリーンプラザは、解体
工事に着手するとともに、新施設
の供用開始に向けて諸課題の整理
を引き続き行っている。
・旧南白糸台ゲートボール場につ
いては、時間貸し駐車場として活
用することで進めている。
・旧給食センターについては、解
体設計を終え、次年度から2か年
で工事を行う予定である。
・しみずがおか高齢者在宅サービ
スセンターについては、廃止後の
利活用について検討を進めた。
・翌年度以降も引き続き跡地活用
の推進を図っていく。

・旧矢崎幼稚園跡地は、児童発達
支援センターとして活用すること
で整理した。
・旧府中グリーンプラザ等解体工
事は、警察等協議により令和２年
度竣工で進めている。
・旧南白糸台ゲートボール場跡地
は、令和元年８月からコイン式駐
車場として貸付を行った。
・旧給食センターは、解体工事に
着手し、令和３年度竣工で進めて
いる。
・しみずがおか高齢者在宅サービ
スセンター跡地は、引き続き利活
用の検討を進めた。
・市営第二の二本町住宅の廃止
（令和２年３月中旬）予定に伴
い、次年度の解体工事を予定する
ととともに、周辺市有地を含めた
利活用の検討に着手した。
・旧ワークブランチ跡地、朝日保
育所は、次年度の解体工事を予定
しており、跡地の利活用の検討に
着手した。
・新町一丁目公共用地は新町第２
公園を拡張することで活用を図っ
た。
・翌年度以降も引き続き跡地活用
の推進を図っていく。

・旧学校給食センター及び旧ワー
クブランチ、旧矢崎幼稚園、旧朝
日保育所、旧第二の二本町住宅の
解体工事が完了した。
・旧市営第二の二本町市営住宅敷
地及び周辺市有地について活用の
検討を行った。
・しみずがおか高齢者在宅サービ
スセンターの跡地は引続き利活用
検討を進めた。
・旧ワークブランチ、旧朝日保育
所、小柳幼稚園の跡地は引続き利
活用検討を進めた。
・宮町1丁目公共用地は公園用地
として活用を図った。
・翌年度以降も引き続き跡地活用
の推進を図っていく。

・旧市営第二の二本町住宅敷地を本町
保育所移転・新設用地として、本町保
育所跡地を民間事業用地として活用す
ることで整理した。
・しみずがおか高齢者在宅サービスセ
ンター跡地に、教育センターを移転す
ることとし、活用のための改築に向け
た建築設計を行った。
・教育センター、旧西部出張所は利活
用検討に着手した。
・旧ワークブランチ跡地、旧朝日保育
所跡地、旧小柳幼稚園跡地、保健セン
ターの今後発生する空き床は引き続き
利活用検討を進めた。
・みどり幼稚園跡施設は新庁舎建設に
伴う暫定的な執務室として活用するこ
とで整理した。
・白糸台プール跡地を公園用地として
活用することで整理するとともに、解
体設計を完了した。
・朝日体育館の廃止及び建物の老朽化
に伴い、次年度の解体工事を予定する
とともに、跡地の利活用検討に着手し
た。
・西府保育所の廃止及び建物の老朽化
に伴い、次年度の解体工事を予定する
とともに、跡地の利活用の検討を行っ
た。
・旧矢崎幼稚園跡地を児童発達支援セ
ンター（仮）にすることとし、建築設
計が完了した。
・廃棄物保管容器設置跡地について、
自動販売機場所として貸付けることと
して活用を進めている。
・市有地の活用に係る着手の優先順位
について検討に着手した。
・翌年度以降も引き続き跡地活用の推
進を図っていく。

（歳入増）土地貸付収入（旧グリーンプラ跡地）（歳出）旧市営第二の二本町住宅敷地地盤調査委託（歳出）府中市
営二の二本町住宅敷地活用アドバイザリー委託（歳出）朝日保育所・小柳幼稚園測量委託（歳出）本町保育所・西
府保育所アスベスト含有調査委託　（歳出）教育センター基本・実施設計委託（歳出）清水が丘在宅支援センター跡
施設アスベスト含有調査委託（歳出）小柳幼稚園アスベスト含有調査委託（歳出）小柳幼稚園ＰＣＢ含有調査委託
（歳出）小柳幼稚園解体工事設計委託

（歳入増）1,200　（歳出増）10,180

(歳出についてはこの取組を進めるための経費であるため、「効果額」には算入しない。）

（歳入増）220(歳出)387,866

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

（歳入増）20,069　（歳出）34,790 （歳入増）16,477（歳出）45,690

0

10

20

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

公共施設マネジメントの進捗に伴って生み出された公共施設跡地等について、

新たな活用を行った数(件)

－１８－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

0 1 1 2 1

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「公共施設等の整備・改修におけるPPP/PFI手法の検討・導入」
２̶５̶５̶

政策課 財産活用課、建築施設課

グラフ
公共施設等の整備・改修における
PPP/PFI手法の優先的検討を行っ
た事業数(事業)

目標値(令和３年度）

2

スケジュール

▼優先的検討規程が適正に運用さ
れるための体制構築（所管組織及
び所掌事務の整理、庁内検討会議
の設置）

▼新たなPPP/PFI手法の研究 ▼優先的検討規程に基づいた
PPP/PFI手法導入に係る進捗状況
の管理

▼優先的検討規程に基づいた
PPP/PFI手法導入に係る進捗状況
の管理

▼継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

【最終評価】

・リサイクルプラザのＰＰＰ／Ｐ
ＦＩ導入の進捗管理を行うととも
に、引き続き整備や改修を予定し
ている施設についての情報収集を
行った。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

・府中市ＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入
ガイドラインを策定し、議会へ報
告を行うとともに、市ホームペー
ジにて公表した。

・新たな施設整備や既存施設の大
規模改修等を予定している施設に
ついて、情報収集を行った。

府中市ＰＰＰ／ＰＦＩガイドライ
ンに基づき、新たに整備する施設
や大規模改修を予定している既存
施設について、ＰＰＰ／ＰＦＩ手
法導入の検討を行った。
また、新たに整備する施設につい
て、現在、導入可能性調査を実施
しており、その進捗を管理した。

・新たな施設整備や既存施設の大
規模改修等を予定している施設に
ついて、情報収集を行った。

【年間評価】 【年間評価】

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｂ　目標値達成 Ｂ　目標値達成
・平成３０年７月には、府中市
PPP/PFI手法導入ガイドラインを
整備した。
・その後、庁内職員向けの説明会
を開催し、ガイドラインの周知を
図った。
・１１月にはPPP/PFI手法の庁内
検討会議を設置し、今後、予定さ
れる公共施設整備事業についての
検討を行った。

・児童発達支援センター（仮称）
整備について、ＰＰＰ／ＰＦＩ手
法導入ガイドラインに基づき、導
入可能性調査（詳細な検討）を実
施した。

・リサイクルプラザの整備と府中
の森芸術劇場本館の改修につい
て、ＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入ガイ
ドラインに基づき、導入可能性調
査（簡易な検討）を実施した。こ
のうち、リサイクルプラザの整備
については、ＰＰＰ手法導入によ
る効果が期待できるため、詳細な
検討を進めることとした。

リサイクルプラザの整備事業につ
いて、ＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入ガ
イドラインに基づき、導入可能性
調査（詳細な検討）を実施した。

(取組を進めるための経費であるため、「効果額」には算入しない。）

4,500 0 0 0
児童発達支援センターの導入可能性調査に係る予算額の概算

実績 実績 実績

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0
1
2
3

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

公共施設等の整備・改修におけるPPP/PFI手法の優先的検討を行った事業数(事業)

－１９－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 0 0

実績 実績 実績
・平成３１年２月に、指定管理者
制度を導入している施設のうち８
施設の指定期間が令和２
（2020）年度をもって満了する
ことから、それらの施設の選定の
方向性について決定した。
・指定管理者制度は導入後１５年
が経過し、様々な課題が出てきて
いることから、指定管理者から提
出された事業報告書やモニタリン
グの結果を踏まえて、課題等の整
理を行った。

・令和２年度をもって指定期間が
満了する施設について、選定方針
を決定した。
・決算審査及び定期監査等におい
て、公の施設ごとに修繕費の取扱
いが異なっているとの指摘がなさ
れていたため、公の施設における
修繕費の取扱いについて確認し、
取りまとめた。

・ＰＦＩ手法と同時に指定管理者
制度を導入する際の手続の効率化
を図るため、必要な条例改定手続
を行うとともに、「府中市公の施
設における指定管理者制度に関す
る運用指針」を改定した。
・令和３年度をもって指定期間が
満了する施設について、選定方針
を決定した。

・「指定管理者の選定結果の公表
に係るガイドライン」を令和３年
１２月に改訂し、公募時の評価結
果について、合計得点だけでなく
項目ごとの得点も明記する形に変
更した。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

なし なし なし なし

【最終評価】

令和５年度から新たに指定管理者
制度を導入する施設について、そ
の方針について決定した。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

・令和２年度をもって指定期間が
満了となる施設が９施設あり、管
理運営の方法について検証を行う
とともに、一部の施設では他の管
理手法についても研究した。

指定管理者制度を導入している施
設について、管理運営手法の検証
を行った。

・ＰＦＩ手法と同時に指定管理者
制度を導入する際の手続の効率化
を図るため、必要な条例改定手続
を行った。

【年間評価】 【年間評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

グラフ

プラン名　「市民サービスの向上及び管理運営経費削減に向
けた指定管理者制度の見直し」２̶５̶６

政策課 建築施設課

なし

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)
▼自主事業の拡大や利用料金制の
活用など、インセンティブ付与の
研究

▼制度導入施設の効果分析に基づ
く最適な施設管理手法の検証

▼指定管理制度導入に向けた検
討・課題整理

▼研究結果に基づく見直しの実施

▼検証結果に基づく見直しの実施

－２０－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

0 0 0 0

・今年度予定していた研修につい
ては、研修計画どおりに実施でき
た。
・研修生からの提出してもらった
研修受講報告から研修効果を測っ
たほか、他市との情報交換等を踏
まえて、次年度に向けての研修メ
ニューを企画した。

・今年度予定していた研修につい
ては、研修計画どおりに実施でき
た。
・研修生から提出してもらった研
修受講報告により研修効果を測っ
たほか、他市との情報交換等を踏
まえて、次年度に向けての研修メ
ニューを企画した。

・新型コロナウイルス感染症の影
響で一部の研修を中止したが、感
染症対策を講じたうえで、可能な
限り実施した。
・感染症対策として、回数を分け
て実施したことによる時間短縮の
影響について、研修受講報告等か
ら分析を行い、次年度の研修計画
へ反映した。

・新型コロナウイルス感染症の影
響で一部の研修を中止又は延期と
したが、感染症対策を講じたうえ
で、可能な限り実施した。
・研修生から提出してもらった研
修受講報告を参考に、研修時間を
短くする等、研修内容を見直し
た。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

なし なし なし なし
実績 実績 実績

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ
指標評価 指標評価 指標評価（最終）

【最終評価】

・新型コロナウイルス感染症の影
響で一部の研修を中止又は延期と
したが、感染症対策を講じたうえ
で、可能な限り実施した。
　また、昨年度の検討の結果、時
間を短縮して実施した研修につい
て、研修受講報告等を分析し、研
修効果に問題がないことを確認で
きた。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

・研修計画を策定し、年度初めに
周知することで、研修の概要や年
間スケジュール等の情報提供を
行った。
　また、研修生から研修受講報告
を提出してもらい研修の効果を
測ったほか、他市との情報交換を
行うなど、研修メニューの研究を
行った。

・昨年度の研修の効果測定をもと
に研修計画を策定し、年度初めに
周知することで、研修の概要や年
間スケジュール等の情報提供を
行った。
　また、研修生から研修受講報告
を提出してもらい研修の効果を
測ったほか、他市との情報交換を
行うなど、研修メニューの研究を
行った。

・新型コロナウイルス感染症の影
響で一部の研修を中止又は延期と
したが、感染症対策を講じたうえ
で、可能な限り実施した。
　また、感染症対策として、回数
を分けて実施したことによる時間
短縮の影響について、研修受講報
告等から分析を行った。

【年間評価】 【年間評価】

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

グラフ

プラン名　「多様な手法を用いた人材の育成」
２̶６̶１

職員課

なし

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)
▼研修情報の提供

▼研修生の感想・アンケート結果
を踏まえた研修内容の見直し・充
実

▼実践的かつ効果的な研修メ
ニューの研究・企画

▼研修計画の策定

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

－２１－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

1,310 1,304 1,319 1,322 1,313

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

197,435 215,270 -109,414
令和２年度職員給与費等予算額との差額

154,005

・事業の進捗や退職者数を勘案し
た職員の採用と配置を行いなが
ら、適正な職員数の確保に努めた
結果、目標値の達成に適合する定
員管理を行うことができている。

・事業の進捗や退職者数を勘案し
た職員の採用と配置を行いなが
ら、適正な職員数の確保に努めた
結果、目標値に対して増加傾向に
あるが、業務量と必要性に応じた
定員管理となっている。

・事業の進捗や退職者数を勘案し
た職員の採用と配置を行いなが
ら、適正な職員数の確保に努めた
結果、目標値に対して増加傾向に
あり、当初の目標値の達成は難し
い状況にあるが、現状の業務量と
必要性に応じた定員管理となって
いる。
・新型コロナウイルス感染症がま
ん延している状況を考慮した新た
な試験方法を実施し、一定数の新
規採用職員を確保した。

・事業の進捗や退職者数を勘案し
た職員の採用と配置を行いなが
ら、適正な職員数の確保に努めた
結果、目標値に対して増加傾向に
あり、当初の目標値の達成は難し
い状況にあるが、現状の業務量と
必要性に応じた定員管理となって
いる。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成
実績 実績 実績

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進まなかった
指標評価 指標評価 指標評価（最終）

・退職予定者数を勘案した上で、
持続可能な組織及び職員体制を維
持するとともに、職種別年齢構成
の平準化を図るため、新規採用職
員を一定数確保するための職員採
用計画を立案した。

プラン名　「計画的な定員の管理」
２̶６̶２̶

職員課

グラフ
職員数（再任用フルタイム職員を
含む） (人)

※再任用フルタイム職員：定年退
職後に再度任用された者であっ
て、正規職員と同様に常時勤務を
要する職員

目標値(令和３年度）

1,280

スケジュール

▼必要な職員数を確保するための
採用計画の立案

▼矢崎幼稚園の廃園に伴う職員配
置の検討

▼継続

▼朝日保育所の廃止に伴う職員配
置の検討

▼継続

▼美好保育所の休止に伴う職員配
置の検討

▼小柳幼稚園の廃園に伴う職員配
置の検討

▼道路等包括管理事業（市内全
域）の開始に伴う職員配置の検討

▼継続

▼業務量調査の試行実施に係る検
証結果を踏まえた職員配置の検討

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない
実績 実績 実績

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

・退職予定者数を勘案した上で、
持続可能な組織及び職員体制を維
持するとともに、職種別年齢構成
の平準化を図るため、新規採用職
員を一定数確保するための職員採
用計画を立案した。
・新規採用職員の年齢要件を見直
し、幅広い人材の確保を図った。

・退職予定者数を勘案した上で、
持続可能な組織及び職員体制を維
持するとともに、職種別年齢構成
の平準化を図るため、新規採用職
員を一定数確保するための職員採
用計画を立案した。
・新型コロナウイルス感染症がま
ん延している状況にあっても、確
実に新規職員採用を実現するた
め、試験方法を大きく見直した。

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・退職予定者数を勘案した上で、
持続可能な組織及び職員体制を維
持するとともに、職種別年齢構成
の平準化を図るため、新規採用職
員を一定数確保するための職員採
用計画を立案した。
・令和３年４月１日の職員数が計
画目標値を超えたため、目標を達
成できなかった。

（取組を進めていくための経費のため、効果額には参入しない）

Ｂ　計画通りに進んでいる

1,250

1,300

1,350

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

職員数（再任用フルタイム職員を含む） (人)

－２２－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

9.8 10.5 10.4 11.0 12.2

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・当初の計画から２年前倒しで制
度化することができた「時差勤
務」については、職員が各々の生
活スタイルや働き方に合わせた活
用ができている。
・働き方改革を推進するための関
係法律の整備に関する法律が施行
されたことを踏まえ、年５日以上
の年休を確実に取得する取組を開
始。

・「時差勤務」については、安定
的な運用ができており、職員が
各々の生活スタイルや働き方に合
わせた活用ができている。
 また、新型コロナウイルス感染症
がまん延している状況において、
通勤時における感染リスクの低減
を図るための実施を徹底した。

・新型コロナウイルス禍におい
て、時差勤務を活用し、感染拡大
を防ぐとともに、職員が各々の生
活スタイルや働き方に合わせた活
用ができている。
・新型コロナウイルス禍におい
て、各課の業務の状況を踏まえ、
所属長の判断により出勤者数の削
減を目的とした在宅勤務を実施し
た。またテレワークによる在宅勤
務の試行を実施した。

0 0 0 0

・「時差勤務」については、安定
的な運用ができており、職員が
各々の生活スタイルや働き方に合
わせた活用ができている。
・働き方改革を推進するための関
係法律の整備に関する法律が施行
されたことを踏まえ、年５日以上
の年休を確実に取得する取組を開
始しており、休暇取得状況の「見
える化」によって取得促進が図ら
れている。

・「時差勤務」については、職員
が各々の生活スタイルや働き方に
合わせた活用ができていることに
加えて、新型コロナウイルス感染
症がまん延している状況において
は、通勤時における感染リスクや
いわゆる密の回避に寄与した。
・年５日以上の年休を確実に取得
する取組が浸透してきており、休
暇取得状況の「見える化」によっ
て取得促進が図られている。

・「時差勤務」については、職員
が各々の生活スタイルや働き方に
合わせた活用ができていることに
加えて、新型コロナウイルス感染
症がまん延している状況において
は、通勤時における感染リスク低
減のため、活用することを推進し
た。
・各課において有給休暇を取得す
る取組が浸透したことにより、取
得率の増加につながった。

翌年度予算への反映(千円)

Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績

スケジュール

▼年次有給休暇の取得促進（目標
設定）

▼ノー残業デーの徹底（目標設
定）

▼時差勤務の導入に向けた検討

▼ワーク・ライフ・バランスの意
識改革（「働き方」に加えて「休
み方」に対する啓発）

▼継続

▼継続

▼時差勤務の試行

▼継続（庁内通知や職員報による
周知・啓発）

▼継続

▼継続

▼時差勤務の本格運用開始

▼継続

▼継続（目標値の再設定）

▼継続（目標値の再設定）

▼継続

▼継続

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

実績
・多様な勤務形態を設けることに
よって、より柔軟な働き方を可能
とする「時差勤務」の試行を開始
（５月～10月）
・全庁的な年休取得の目標設定
（昨年度比＋１日）及びノー残業
デーにおいて超過勤務を実施する
場合における代替日の事前設定を
実施。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

グラフ
職員１人当たりの１年間における
年次有給休暇取得日数　(日)

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

目標値(令和３年度）

12.0

Ａ　完了（目標を達成）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

プラン名　「働き方改革によるワーク・ライフ・バランスの推進」
２̶６̶３̶

職員課

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ａ　目標値以上
実績 実績 実績

・「時差勤務」については、職員
アンケートの調査結果における要
望及び各職場における安定的な運
用が確認できたことを踏まえ、当
初の計画から２年前倒しで制度化
（通年実施）することができた。
・職員報を活用した「休み方」の
意識変革に係る啓発を実施。
・年次有給休暇の取得日数につい
ては、前年と比較して増加してお
り、啓発等による一定の成果が得
られている。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

5

10

15

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

職員１人当たりの１年間における年次有給休暇取得日数 (日)

－２３－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

15 10 8 5 11

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 0 0

スケジュール

▼提案者の提案意欲の向上及び十
分に研究された提案数の増加を図
る方策の検討・実施

▼前年度の実施状況の検証を経た
取組の実施

▼継続 ▼継続

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

グラフ
業務改善提案（実施済）の件数
(件)

目標値(令和３年度）

20

プラン名　「職員提案制度の充実による組織の活性化」
２̶６̶４̶

政策課 職員課

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

・今年度の職員提案について、下
半期に募集を開始することから、
提案増となるよう、募集に向けた
準備を進めた。

Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進まなかった
指標評価 指標評価 指標評価（最終）

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・提案意欲の向上や提案のきっか
けづくりのため、職員提案テーマ
を設定するなど提案増となるよう
取り組んだ。
・各課でのＰＲ用ポスターの掲出
や庁内放送により周知を図った。
・その結果、昨年度より提案件数
が増加した。

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成
実績 実績 実績

・提案意欲の向上のため、職員提
案テーマを２つ設定するなど提案
数増加に努め、翌年度以降の業務
改善提案（実施済）の件数増加に
向け取り組んだ。
・各課でのＰＲ用ポスターの掲出
や庁内放送により周知を図った
が、現状値より提案件数は減少し
た。

・提案意欲の向上のため、職員提
案テーマを２つ設定するなど提案
数増加に努め、翌年度以降の業務
改善提案（実施済）の件数増加に
向け取り組んだ。
・各課でのＰＲ用ポスターの掲出
や庁内放送により周知を図った
が、現状値より提案件数は減少し
た。

・幅広い分野からの提案を募集す
るため、今年度はテーマを設定せ
ずに募集した。
・各課でのPR用ポスターの掲出や
庁内放送により周知を図った。
・提案募集時期を変更したこと、
また、新型コロナウイルス感染症
の影響による業務量の増加等か
ら、提案数は昨年度より減少し
た。

・評価対象の４年間のうちでは、
もっとも多い件数となった。取組
としては、各課でのPR用ポスター
の掲出や庁内放送により周知を図
り、また、複数回周知メールを送
付したことにより、例年より多い
提案数となったことが考えられ
る。

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

・提案意欲の向上のため、職員提
案テーマを２つ設定するなど提案
増となるよう取り組み、募集を開
始した。
・各課でのＰＲ用ポスターの掲出
や庁内放送により周知を図った。

・幅広い分野からの提案を募集す
るため、今年度はテーマを設定せ
ずに募集した。
・各課でのPR用ポスターの掲出や
庁内放送により周知を図った。
・提案募集時期を変更したこと、
また、新型コロナウイルス感染症
の影響による業務量の増加等か
ら、提案数は昨年度より減少し
た。

10
15
20
25

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

業務改善提案（実施済）の件数(件)

5
10
15
20

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

業務改善提案（実施済）の件数(件)

－２４－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

1,134 1,096 1,160 957 977

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

964

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

実績 実績 実績

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度)

0 0

・文書管理システムの運用
・文書ファイル監査の実施

0 0

実績 実績 実績
・文書管理システムの稼働開始
・文書ファイル監査の実施

・文書管理システムの運用
・文書ファイル監査の実施

・文書管理システムの運用
・文書ファイル監査の実施（書面
での自己点検）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成

・日々の指導及び相談体制の充実
に努めた結果、電子決裁率につい
ては、引き続き100％に近い率で
運用できている。
・新庁舎への移転に備えるため、
引継箱の規格を変更したことで、
１箱当たりの文書収納量が少なく
なったが、文書量自体は減少して
おり、文書管理システムの導入効
果が表れていると考える。
※引継箱数については旧規格の箱
数で換算

Ｃ　目標値未達成

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

Ｂ　計画通りに進んだ

(上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・文書管理システムの稼働に当
たっては、大きな混乱も生じず、
円滑な運用を図ることができた。
・電子決裁率について、運用上シ
ステムを使用せずに起案するとさ
れている文書を除き、100％に
近い率で運用できているが、これ
は、日々の指導及び相談体制の充
実に努めてきた成果であると考え
る。

・電子決裁率について、運用上シ
ステムを使用せずに起案するとさ
れている文書を除き、100％に近
い率で運用できているが、これ
は、日々の指導及び相談体制の充
実に努めてきた成果であると考え
る。

(上半期評価） (上半期評価）

・電子決裁率について、運用上シ
ステムを使用せずに起案するとさ
れている文書を除き、100％に近
い率で運用できているが、これ
は、日々の指導及び相談体制の充
実に努めてきた成果であると考え
る。
※引継箱数については旧規格の箱
数で換算

99.9 80

令和３年度(2021年度)
▼文書管理システムの稼働開始

▼文書管理システムの運用等に関
する指導の実施

99.9 99.9

グラフ

プラン名　「文書管理システムの活用推進」
３̶７̶１̶

法制文書課 情報管理課

▼文書管理システムの運用

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

① 電子決裁率(パーセント)

② 引継箱数(箱)

目標値(令和３年度）

0 99.9

0
50

100
①電子決裁率(パーセント)

800

1,000

1,200
②引継箱数(箱)

－２５－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

7 7 11 11 11

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法 統合予定の個別システムで１年間にかかるランニングコストを比較

（取組を進めるための経費であるため「効果額」に算入しない。）

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

1,742 1,279 0 0

実績 実績 実績
・基幹システムへ移行する個別シ
ステムの種類及び費用が決定。

・令和２年１月から稼働した新た
な基幹システムに、４つの個別シ
ステムを統合した。

・特段の問題もなく、基幹システ
ムの安定的な運用ができている。

・特段の問題もなく、基幹システ
ムの安定的な運用ができている。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｂ　目標値達成 Ｂ　目標値達成 Ｂ　目標値達成

【最終評価】

・統合した個別システムを含め、
基幹システム全体として、特段の
問題もなく、安定的な運用ができ
ている。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・個別システムから基幹システム
へ移行した場合に、不足している
機能や帳票等についての調査や運
用方法について、関係課との打合
せを実施。
・移行した際の費用についての調
査を実施。

・基幹システムの更改へ向けて、
各種打合せや準備作業を行った。
・個別システムについて、基幹シ
ステムへの移行に向けて、関係課
との打合せやデータ移行作業等を
行った。

・統合した個別システムを含め、
基幹システム全体として、特段の
問題もなく、安定的な運用ができ
ている。

【年間評価】 【年間評価】

Ａ　完了（目標を達成）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

▼個別システムの調査及び基幹シ
ステムへの移行に向けた準備作業

▼基幹システムの更改及び個別シ
ステムの移行

▼安定的なシステム運用 ▼継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「基幹システムの最適化による事務作業の効率化」
３̶８̶１̶

情報管理課

グラフ
基幹システムに移行した個別シス
テム数(システム)

目標値(令和３年度）

11

スケジュール

5

10

15

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

基幹システムに移行した個別システム数(システム)

－２６－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

43 44 42 47 58

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

実績 実績 実績
・電子申請サービスに関する全庁
的な説明会を実施し、他自治体で
の取組も含めて制度のさらなる周
知を行った。

・電子申請サービスを利用した手
続を増やすことができた。

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・個別に働きかけを行い、電子申
請サービスを利用した手続を一つ
増やすことができた。

・個別に働きかけを行い、電子申
請サービスを利用した手続を14種
類増やすことができた。

プラン名　「インターネットを活用した申請・届出等の拡充」
３̶８̶２̶

情報管理課

グラフ
インターネットを利用して行うこ
とができる申請や届出、申込み等
の数(種類)

目標値(令和３年度）

60

スケジュール

▼各主管課の意向確認

▼最新のシステムや他自治体の取
組の情報収集

▼インターネットを利用して行う
ことができる申請や届出、申込み
等の拡充

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・個別に働きかけを行い、電子申
請サービスを利用した手続を10種
類増やすことができた。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない Ｂ　計画通りに進んだ
指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成
実績 実績 実績

・電子申請サービスに関する全庁
的な説明会を実施するなど、制度
の周知を行った結果、電子申請
サービスを利用した手続きを増や
すことができた。なお、平成２８
年度には実施したものの、その後
実施しなくなった手続きもあった
ため、全体では微増という結果に
なった。

・電子申請サービスに関して、個
別に各課に働きかけを行なった
り、全庁的に通知を出して、制度
の周知を行った結果、電子申請
サービスを利用した新たな手続き
を開始することができた。なお、
電子申請において、今年度実施し
なくなった手続きもあったため、
全体では微減という結果になっ
た。

・電子申請サービスに関して、個
別に各課に働きかけを行なった結
果、電子申請サービスを利用した
新たな手続きを開始することがで
きた。なお、電子申請において
は、今年度実施しなくなった手続
きもあったため、目標値には届か
なかった。

・電子申請サービスに関して、個
別に各課に働きかけを行うこと
や、新型コロナ感染症拡大の影響
による手続きのオンライン化も見
られましたが目標値には届かな
かった。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 0 0

35

45

55

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

インターネットを利用して行うことができる申請や届出、申込み等の数(種類)

－２７－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

24,328 29,229 37,800 52,233 77,553

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 0 0

実績 実績 実績
・適切な時期に資料を公表した。
・掲載内容の精査について、他市
状況や庁内の類似した公表資料等
を把握するとともに、法定事項で
あるかどうかなど種類を分類し
た。

・適切な時期に資料を公表した。
・ホームページに財政関係資料ガ
イドを掲載したところ、財政関連
ページのアクセス件数が増加し
た。

・適切な時期に資料を公表した。
・庁内の類似した公表資料等につ
いて、関係課と今後の方針につい
ての検討を行った。財務会計シス
テムの更改と併せて検討する必要
があるため、引き続き検討を行
う。

・適切な時期に資料を公表した。
・庁内の類似した公表資料等につ
いて、検討を行った。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｂ　目標達成 Ｂ　目標達成 Ｂ　目標達成 Ｂ　目標達成

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・適切な時期に資料を公表した。
・庁内の類似した公表資料等につ
いて、検討を行った。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

スケジュール

▼財政の概要の公表

▼施策の成果の公表

▼財務諸表の公表

▼予算のあらましの公表

▼掲載内容の精査

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼資料の整理・統合

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

グラフ
ホームページ上の財政関連ページ
のアクセス件数(件)

目標値(令和３年度）

35,000

プラン名　「市の財政状況の定期的な提供」
４̶９̶１̶

財政課

実績 実績 実績
・適切な時期に資料を公表した。
・掲載内容の精査について、他市
状況や庁内の類似した公表資料等
を把握し、準備を進めた。

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・適切な時期に資料を公表した。
・各資料の公表する目的を整理
し、ニーズに合わせた資料を提供
できるよう、ホームページにて目
的別で資料を紹介する財政関係資
料ガイドを作成した。

・適切な時期に資料を公表した。
・庁内の類似した公表資料等につ
いて、関係課と今後の方針につい
ての検討を行った。

20,000

70,000

120,000

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

ホームページ上の財政関連ページのアクセス件数(件)

－２８－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

53.4 52.9 53.0 47.8 47.7

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

85.5

グラフ

プラン名　「特別会計等の健全な運営」
４̶９̶２̶①

個別プラン名　　「国民健康保険特別会計」
保険年金課 納税課

▼現年課税分の徴収強化
▼滞納繰越分の徴収強化・圧縮
▼納付環境の整備
▼特定健康診査及び特定保健指導
の受診率・実施率向上の取組
▼各保健事業の実施･評価･見直し

▼継続
▼継続
▼継続
▼継続

▼継続

▼継続
▼継続
▼継続
▼継続

▼継続

▼継続
▼継続
▼収納率向上基本計画策定
▼継続

▼継続

① 国民健康保険税収納率(パーセ
ント)

② 特定健康診査受診率(パーセン
ト)

目標値(令和３年度）
76.8 83.2 83.6 84.6 90.0

58.0

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

・新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、前年並みではあるが、例年より徴収
強化・滞納繰越分の圧縮につながってい
ない。
・新たな収納方法について、eLTAX共
通納税システムの税目拡大に向けて検討
を進めている。
・医療費の適正化のためジェネリック医
薬品利用差額事業等を実施するととも
に、新型コロナウイルス感染症の影響で
スケジュールに変更等はあったものの、
被保険者の健康保持・増進のため特定健
康診査を行った。また、糖尿病性腎症重
症化予防事業等の保健事業も実施した。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

・現年課税分不履行時早期着手す
ることにより、徴収強化・滞納繰
越分の圧縮につながっている。
・収納方法について、研究・検討
を進めている。
・医療費の適正化のため糖尿病性
腎症重症化予防事業、ジェネリッ
ク医薬品利用差額事業等の保健事
業を実施した。

・現年課税分不履行時早期着手す
ることにより、徴収強化・滞納繰
越分の圧縮につながっている。
・収納方法について、研究・検討
を進めている。
・医療費の適正化のためジェネ
リック医薬品利用差額事業等を実
施するとともに、被保険者の健康
保持・増進のため特定健康診査、
糖尿病性腎症重症化予防事業等の
保健事業を実施した。

・新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、滞納処分を見送ったため、例年より
徴収強化・滞納繰越分の圧縮につながっ
ていない。
・収納方法については、令和２年４月か
らペイジー収納窓口口座振替受付サービ
スが予定どおり稼働が出来た。
・医療費の適正化のためジェネリック医
薬品利用差額事業等を実施するととも
に、新型コロナウイルス感染症の影響で
スケジュールに変更等はあったものの、
被保険者の健康保持・増進のため特定健
康診査、糖尿病性腎症重症化予防事業等
の保健事業を実施した。

【最終評価】【年間評価】 【年間評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

Ｃ　目標未達成 Ｃ　目標未達成 Ｃ　目標未達成 Ｃ　目標未達成
実績 実績 実績

・年間通じて現年課税分不履行時
早期着手することにより、徴収強
化・滞納繰越分の圧縮につながっ
た。
・収納方法について、収納環境の
具体的な研究・検討を進めてい
る。
・健康への意識付けのため若年層
へアプローチし、受診率向上を
図った。
・ジェネリック医薬品利用差額通
知を送付し、普及率の向上につな
がった。

・年間通じて現年課税分不履行時早
期着手することにより,徴収強化･滞
納繰越分の圧縮につながった。
・収納方法について,収納環境の具体
的な研究･検討を更に進めている。
・令和２年度からペイジー収納窓
口口座振替受付サービス稼働予定
・医療費の適正化のためジェネリッ

ク医薬品利用差額事業等を実施し

た。
・被保険者の健康保持･増進のため
特定健康診査,糖尿病性腎症重症化
予防事業等の保健事業を実施した.
・健康への意識付けのため対象初
年度となる40歳へ受診勧奨を行
い、受診率向上を図った。

・新型コロナウイルス感染症の影
響により、滞納処分を見送ったた
め、例年より徴収強化・滞納繰越
分の圧縮につながっていない。
・収納方法については、令和２年
４月からペイジー収納窓口口座振
替受付サービスは予定どおりの稼
働が出来た。
・新たな収納環境の具体的な研
究・検討を更に進めている。
・医療費の適正化のためジェネ
リック医薬品利用差額事業等を実
施した。
・被保険者の健康保持･増進のため
特定健康診査,糖尿病性腎症重症化
予防事業等の保健事業を実施し
た。
・健康への意識付けのため対象初
年度となる40歳へ受診勧奨を行
い、受診率向上を図った。

0 0

・新型コロナウイルス感染症の影
響はあったが、計画期間を通して
現年課税滞納事案に早期着手する
ことにより、徴収強化・滞納繰越
分の圧縮につなげた。
・計画期間を令和４年度から４年
間とした収納率向上計画を策定し
た。
・クレジット収納等の新たな収納
方法については、eLTAX共通納税
システムにおけるキャッシュレス
決済対応に向けて準備を進めてい
る。
・医療費の適正化のためジェネ
リック医薬品利用差額事業等を実
施した。
・被保険者の健康保持･増進のため
特定健康診査,糖尿病性腎症重症化
予防事業等の保健事業を実施し
た。
・ＦＣ東京との協働事業として、
特定健康診査等の受診勧奨動画を
作成するなど、受診率向上にむけ
た取り組みを行った。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0

70
80
90
①国民健康保険税収納率(パーセント)

45
50
55
60

②特定健康診査受診率(パーセント)

－２９－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

67.1 66.8 66.9 62.1 60.7

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

▼継続

▼継続

▼継続

① 後期高齢者医療制度保険料収
納率(パーセント)

② 後期高齢者医療健康診査受診
率(パーセント)

目標値(令和３年度）

99.6 99.6 99.5 99.5 99.8

令和３年度(2021年度)
▼電話催告等による収納率向上の
取組実施

▼後期高齢者医療健康診査の実施

▼ジェネリック医薬品差額通知等
による医療費抑制の取組実施

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

99.4

グラフ

プラン名　「特別会計等の健全な運営」
４̶９̶２̶②

個別プラン名　　「後期高齢者医療特別会計」
保険年金課

・電話催告等、収納率向上の取組
を実施した。
・後期高齢者医療健康診査を実施
した。
・ジェネリック医薬品差額通知等
による医療費抑制の取組を実施し
た。

・電話催告等、収納率向上の取組
を実施した。
・後期高齢者医療健康診査を実施
した。
・ジェネリック医薬品差額通知等
による医療費抑制の取組を実施し
た。

・電話催告等、収納率向上の取組
を実施した。
・後期高齢者医療健康診査を実施
した。
・ジェネリック医薬品差額通知等
による医療費抑制の取組を実施し
た。

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・電話催告等、収納率向上の取組
を実施した。
・緊急事態宣言下において、一時
中断したが、後期高齢者医療健康
診査を実施した。
・ジェネリック医薬品差額通知等
による医療費抑制の取組を実施し
た。

Ｃ　目標未達成

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

Ｃ　目標未達成 Ｃ　目標未達成 Ｃ　目標未達成

0 0 0 0

実績 実績 実績
・電話催告等、収納率向上の取組
を実施した。
・後期高齢者医療健康診査を実施
した。
・ジェネリック医薬品差額通知等
による医療費抑制の取組を実施し
た。

・電話催告等、収納率向上の取組
を実施した。
・後期高齢者医療健康診査を実施
した。
・ジェネリック医薬品差額通知等
による医療費抑制の取組を実施し
た。

・電話催告等、収納率向上の取組を
実施した（新型コロナウイルス感染症
の影響により、臨戸訪問は実施して
いない）。
・後期高齢者医療健康診査を実施し
た。
・ジェネリック医薬品差額通知等によ
る医療費抑制の取組を実施した。

・電話催告等、収納率向上の取組
を実施した（新型コロナウイルス
感染症の影響により、臨戸訪問は
実施していない）。
・後期高齢者医療健康診査を実施
した。
・ジェネリック医薬品差額通知等
による医療費抑制の取組を実施し
た。

68.5

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

実績 実績 実績

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度)

95.0

100.0
①後期高齢者医療制度保険料収納率

(パーセント)

60
62
6466
68
70
②後期高齢者医療健康診査受診率(パー

セント)

－３０－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

34.7 31.4 30.5 32.3 33.9

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 0 0

Ｂ　計画通りに進んだ

・コンビニ収納や口座振替など多
様な納入環境を引き続き整えると
伴に、臨戸徴収を実施して、収納
率の向上に努めた。
・縦覧点検などこれまでの取組み
を継続するとともに、新たにケア
プラン点検を実施した。
・介護予防センターなどで、介護
予防事業を実施

・コンビニ収納や口座振替など多
様な納入環境を引き続き整えると
伴に、臨戸徴収を実施して、収納
率の向上に努めた。
・縦覧点検などこれまでの取組み
を継続するとともに、ケアプラン
点検は件数を増やして実施した。
・介護予防センターなどで、介護
予防事業を実施

・コンビニ収納や口座振替など多
様な納入環境を引き続き整えると
ともに、臨戸徴収を実施して、収
納率の向上に努めた。
・縦覧点検などこれまでの取組み
を継続した。なお、ケアプラン点
検は、準備も含めてケアマネとの
面談が長時間にわたり必要なこと
から、コロナ禍での実施は困難と
判断したため、実績は０件となっ
た。
・介護予防センターなどで、介護
予防事業を実施

・コンビニ収納や口座振替など多
様な納入環境を引き続き整えると
ともに、未納者に送付する文書に
ついて内容等の見直しを行い、更
なる収納率の向上に努めた。
・ケアプラン点検について、近隣
市の情報収集と関係者からの意見
を踏まえながら、点検実施した。
・介護予防センターなどで、介護
予防事業を実施
・縦覧点検などこれまでの取組み
を継続した。また、作業療法士に
よる住宅改修審査を実施し、給付
適正化に取り組めた。

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標未達成
実績

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

実績 実績

Ｂ　計画通りに進んでいる

・催告書の郵送や、分納相談に応
じるなど収納率向上の取組を実施
・サービスの縦覧点検や、住宅改
修に関する研修、ケアプラン点検
の体制整備などを実施
・介護予防推進センターなどで、
介護予防事業を実施

・催告書の郵送や、分納相談に応
じるなど収納率向上の取組を実施
・サービスの縦覧点検や、住宅改
修に関する研修、ケアプラン点検
の効果的な実施に向けた勉強会の
開催など準備を行った。
・介護予防推進センターなどで、
介護予防事業を実施

・催告書の郵送や、分納相談に応
じるなど収納率向上の取組を実施
・サービスの縦覧点検や、住宅改
修に関する研修、ケアプラン点検
の効果的な実施に向けた検討など
準備を行った。
・新型コロナウイルス感染拡大防
止のため見合わせていた介護予防
推進センターなどでの介護予防事
業の実施を、緊急事態宣言解除
後、再開した。

・催促書の郵送や、分納相談に応
じるなど収納率向上の取組を実施
・サービスの縦覧点検や、住宅改
修に関する研修(新型コロナ感染症
の影響で説明書送付にて代替）、
を行った。また住宅改修に係る審
査において作業療法士を雇用し、
専門的な見地により審査を実施し
た。
・ケアプラン点検の効果的な実施
に向けた検討（近隣市の情報収集
等）準備を行った。
・介護予防センターなどで、介護
予防事業を実施

【年間評価】 【最終評価】【年間評価】

▼臨戸徴収等による介護保険料収
納率向上の取組

▼介護給付適正化計画に基づく給
付適正化の取組

▼介護予防推進センターや地域包
括支援センターを中心とした介護
予防の取組

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼介護保険料改定に伴う収納取組
の見直し

▼継続

▼継続

実績 実績 実績

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

グラフ

プラン名　「特別会計等の健全な運営」
４̶９̶２̶③

個別プラン名　　「介護保険特別会計」
介護保険課 高齢者支援課

25.0

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度)

① 前期高齢者の要介護認定率
(パーセント)

② 軽度認定者が重度化する割合
(パーセント)

目標値(令和３年度）
4.8 5.0 5.1 4.9 4.0

令和３年度(2021年度)

4.7

4.0
4.5
5.0
5.5
①前期高齢者の要介護認定率(パーセン

ト)

20

30

40
②軽度認定者が重度化する割合(パーセ

ント)

－３１－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

20 100 100 100 100

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「特別会計等の健全な運営」
４̶９̶２̶④

個別プラン名　　「下水道事業特別会計」
下水道課 情報管理課

グラフ
公営企業会計への移行準備におけ
る固定資産台帳の作成率
(パーセント)

目標値(令和３年度）

100

スケジュール

▼財政計画（平成３２～３３年
度）の策定準備

▼公営企業会計の導入準備
・固定資産評価
・会計システムの構築

▼財政計画（平成３２～３３年
度）の策定

▼公営企業会計の導入準備
・関係課との調整
・会計システムの構築

▼財政計画（平成３４～３５年
度）の策定準備

▼公営企業会計による運用開始

▼財政計画（平成３４～３５年
度）の策定

▼継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ａ　完了（目標を達成）

実績 実績 実績

【最終評価】

・本市の下水道事業においては、
固定資産台帳を作成する等、公営
企業会計への移行準備期間を経
て、令和２年度には移行が完了
し、又、経営戦略を策定し、当初
の目標を達成した。
・令和２年度府中市下水道事業決
算においては、決算の認定ととも
に利益剰余金の処分について議決
された。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ａ　完了（目標を達成）

・財政計画の策定準備のため、平
成２９年度の決算について状況分
析を行った。
・公営企業会計の導入準備のた
め、固定資産評価において委託契
約を締結した。また、会計システ
ムの構築において請負業者を選定
し、委託契約を締結するととも
に、システムの運用等について、
関係各課との打合せを開始した。

・財政計画の策定準備のため、平
成３０年度の決算について状況分
析を行った。
・公営企業会計の導入準備のた
め、条例の制定などの例規の整備
や出納・給与等の事務について、
関係課との調整を進めている。
　また、会計システムの構築にお
いて、システムの納品、入力デー
タの洗い出し・設定などを行っ
た。

・経営戦略の策定に向けて今後の
財政状況に基づく収支計画等につ
いて分析を行った。
・公営企業会計へ移行し、「府中
市下水道事業の会計事務等に関す
る規則」に基づく企業会計事務の
運用を開始するとともに、令和元
年度特別会計の打切り決算に伴う
特例的未収金や未払金の事務処理
と金額の確定を行い、第３回市議
会において特例的収入及び支出の
補正を行った。

【年間評価】 【年間評価】

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｂ　目標値達成 Ｂ　目標値達成 Ｂ　目標値達成 Ａ　目標以上
実績 実績 実績

・財政計画の策定準備のため、平
成３０年度予算の執行状況につい
て分析を行った。
・公営企業会計の導入準備のた
め、固定資産評価において固定資
産の調査及び評価を実施し、固定
資産台帳の作成を完了した。ま
た、会計システムの構築において
システムの運用方法等について関
係各課と協議を進めるとともに、
帳票類の様式や勘定科目の設定等
について検討した。

・公営企業会計への移行に伴い、
財政計画に代わる経営戦略（計画
期間10年、令和2～11年度）の
策定準備のため、今後の収支計画
等について分析を行った。
・公営企業会計の導入準備のた
め、「府中市下水道事業の設置等
に関する条例」の制定や下水道事
業の会計事務等に関する規則など
の例規の整備、出納・監査・給
与・財産管理などの事務につい
て、関係課と調整を行った。ま
た、会計システムの構築を行い、
公営企業会計方式による令和２年
度予算を作成した。

・今後の財政状況に基づく収支計
画等について分析を行い、経営戦
略（計画期間１０年）を策定し
た。
・令和２年度における業務の予定
量の補正に伴い、「令和２年度府
中市下水道事業会計補正予算（第
２号）」において収益的収入及び
支出と資本的収入及び支出の補正
を行うとともに、令和３年度予算
を作成した。

・業務状況説明書類を公表し、下
水道事業経営の健全性を示した。
・決算値をもとに、総務省が提示
した地方公営企業経営指標（経常
収支比率等）等と比較分析を行っ
た。
・令和２年度府中市下水道事業決
算に関して処分議決された利益剰
余金について、下水道施設改築基
金へ積立てるため「令和３年度府
中市下水道事業会計補正予算（第
１号）」において積立額の増額補
正を行うとともに、令和４年度予
算を作成した。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 0 0

0

50

100

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

公営企業会計への移行準備における固定資産台帳の作成率(パーセント)

－３２－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（H27～29の平均） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

4.7 23.0 27.0 35.0 40.0

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

1,000,000 1,800,000 3,400,000
予算上の繰出金額

2,600,000

実績 実績 実績
・売上については、電話投票及び
場間場外発売を中心に順調に伸
び、他会計への繰出金の目標額で
ある最低５億円を達成することが
できた。
・次年度はＳＧボートレースクラ
シック（総理大臣杯）競走、ＰＧ
Ⅰボートレースバトルチャンピオ
ントーナメントの誘致に成功し
た。
・新規来場者促進の取組として、
子ども向けのイベントの通年実施
や場内にコンシェルジュを配置す
る等新たなイベント・ファンサー
ビスを実施した。

・売上については、電話投票を中
心に順調に伸び、他会計への繰出
金の目標額である最低５億円を達
成することができた。
・次年度はＳGグランプリ（賞金
王決定戦競走）の誘致に成功し
た。
・既存のイベント・ファンサービ
スのほか、アイドルグループ
（SKE４８）とのコラボレーショ
ンの実施や、ファミリー向けイベ
ントを充実させ、本場への来場促
進を図った。
・売上実績に基づく経営分析を継
続して実施した。

・売上については、電話投票を中
心に順調に伸び、他会計への繰出
金の目標額である最低５億円を達
成することができた。
・次年度はＳＧボートレースダー
ビー（全日本選手権競走）の誘致
に成功した。
・新型コロナウィルス感染症拡大
防止の観点から、集客イベントは
見送り、アイドルグループ（SKE
４８）等を起用したＷＥＢ動画の
配信によるＰＲを実施した。
・売上実績に基づく経営分析を継
続して実施した。

・売上については、電話投票を中
心に順調に伸び、他会計への繰出
金の目標額である最低５億円を達
成することができた。
・次年度はＳＧボートレースクラ
シック（総理大臣杯）の誘致に成
功した。
・新型コロナウィルス感染症拡大
防止の観点から、集客イベントは
見送り、ＷＥＢ動画の配信による
ＰＲを実施した。
・売上実績に基づく経営分析を継
続して実施した。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ａ　目標値以上 Ａ　目標値以上 Ａ　目標値以上 Ａ　目標以上

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・売上については、新型コロナウ
イルス感染症の影響もあるが、電
話投票を中心に昨年並みで推移し
ている。なお、次年度はＳGクラ
シック（総理大臣杯）の誘致に成
功した。
・同感染拡大防止の観点から、誘
客に繋がるイベント・ファンサー
ビスは自粛し、ＷＥＢを中心とし
た情報発信に重点を置いている。
・売上実績に基づく経営分析を継
続して実施している。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

スケジュール

▼高グレードレースの誘致、女子
戦や魅力的な企画レース開催等の
売上向上策の実施
▼効果的なPR、人気の高いイベ
ントやファンサービスの実施
▼財務状況の的確な把握と業績分
析に基づく収益性の高い効率的な
運営の実施

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

グラフ
他会計への繰出金(億円)

目標値(令和３年度）

5.0

プラン名　「特別会計等の健全な運営」
４̶９̶２̶⑤

個別プラン名　　「競走事業会計」
事業部

実績 実績 実績
・売上については、電話投票を中
心に順調に伸びている。なお、次
年度はＳＧボートレースクラシッ
ク（総理大臣杯）競走の誘致に成
功した。
・グレードレースやＧＷ、お盆期
間等のレースにおいて重点的にイ
ベント・ファンサービスを実施
し、好評を博した。
・売上実績に基づく経営分析を継
続して実施している。

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・売上については、電話投票を中
心に順調に伸びている。なお、次
年度はＳGグランプリ（賞金王決
定戦競走）の誘致に成功した。
・グレードレースやＧＷ、お盆期
間等のレース、一般戦の土日祝日
において重点的にイベント・ファ
ンサービスを実施し、好評を博し
た。
・売上実績に基づく経営分析を継
続して実施している。

・売上については、新型コロナウ
イルス感染症の影響もあるが、電
話投票を中心に昨年並みで推移し
ている。なお、次年度はＳGボー
トレースダービー（全日本選手権
競走）の誘致に成功した。
・同感染拡大防止の観点から、誘
客に繋がるイベント・ファンサー
ビスは自粛し、ＷＥＢを中心とし
た情報発信に重点を置いている。
・売上実績に基づく経営分析を継
続して実施している。

0
10
20
30
40

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

他会計への繰出金(億円)

－３３－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

7 8 8 8 8

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

(取組を進めるための経費であるため、「効果額」には算入しない。）

9,962 34,341 45,952 △10,303
債務負担行為を含めた令和元年度委託料の合計金額から当該年度予算の委託料の合計金額を引いた。

実績 実績 実績
・委託の拡大（証明書の郵送請求
事務や納税証明書交付事務など委
託範囲の拡大及び委託業務時間の
変更）を4月から実施し、運用の
安定化に努めた。
・また、委託料における次年度予
算には、最低賃金の上昇分や有給
休暇の発生に伴う人員不足の調整
や見直しなどの運用安定のための
費用を計上した。

・労働者派遣法の改正により窓口
業務委託の委託料の上昇が見込ま
れることから、複数事業者から見
積りを取り、現行仕様で想定され
る委託料の予算計上を行った。
・また、委託拡大を検討し、政策
会議に提案を行ったが、財政課と
の査定の中で、委託化の人件費と
の費用対効果が低いとの指摘を受
け、効果的な事務運用を分析した
上で、仕様を作成し検討していく
ため、委託拡大は見送ることと
なった。

・マイナンバーカードの交付窓口
や証明受付窓口等の効率化のた
め、レイアウト変更を実施し、フ
ロアの動線の整理と必要なスペー
スの確保を行った。
・委託業務数については、計画策
定時に国保・年金等の受付業務を
検討していたものの受付時に主管
課への確認のための連絡が度々発
生することから、委託には馴染ま
ないものとして見送っており、現
行の８つの委託業務に関しては一
定の効果があったとして評価して
いるため、今後は現行の委託業務
の安定運用とさらなる効率化のた
めに検討していくこととした。

・業務処理の効率化を最優先に委
託内容を見直し、令和４年度につ
いては、直接指示を行うことが適
切なマイナンバーカード業務につ
いては、会計年度任用職員による
運用に切り替え、委託することが
適切な場内整理、電話応対業務、
マイナンバーカードの出張申請補
助等については拡充、追加するこ
ととし、令和３年度については、
マイナンバーカード交付会場の移
設に伴い、契約内容を一部変更
し、先行して業務内容の見直しを
行った。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標未達成

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・証明窓口事務については、レジ
システムの変更、申請書の見直し
と併せて７月から委託業務を拡充
し、受付から交付に至るフローを
効率化した。
・個人番号カード交付事務につい
ては、7月から受付業務委託を拡
充するとともに、事前予約制の導
入と併せて電話受付業務を追加
し、交付窓口の円滑化、混雑緩和
を図った。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

スケジュール

▼証明書の郵送請求事務や納税証
明書交付事務など委託範囲の拡大
及び委託業務時間の変更の実施

▼窓口事務の効率化の検討及び民
間委託化の推進

▼継続 ▼継続

▼個人番号カードに格納された電
子証明書の更新手続き（５年ごと
の更新）の繁忙に伴う委託事務の
拡大

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

グラフ
委託業務数(業務)

目標値(令和３年度）

9

プラン名　「事務事業への民間活力の導入」
４̶10̶１̶①

個別プラン名　　「総合窓口業務の民間委託の拡大」
総合窓口課

実績 実績 実績
・前年度から準備し平成３０年度
予算で計上していた委託の拡大
（証明書の郵送請求事務や納税証
明書交付事務など委託範囲の拡大
及び委託業務時間の変更）を4月
から予定通り実施した。
・現在は運用の安定化に努めてい
る。

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・令和2年度の労働者派遣法の改
正による人件費の上昇に伴い、現
行業務部分について窓口業務委託
の委託料の上昇が見込まれている
ため、予算措置の準備を行ってい
る。
・また、公金収納業務及び国民健
康保険受付業務の委託拡大を検討
し、次契約時にプロポーザルによ
る事業者選定を行うよう前項と合
わせて政策会議に提案を行った。

・窓口事務に関して、さらなる効
率化と市民の利便性拡大につい
て、検証を行った。
・個人番号カードの交付後５年経
過に伴い発生する電子証明書の更
新手続きについて、繁忙に備え委
託の仕様を見直し対応を図った。

7
8
9

10

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

委託業務数(業務)

－３４－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

2,472,265 2,466,959 2,436,329 2,442,854 2,340,190

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法 美好保育所廃止に伴う運営費の減額分

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 -24,682 -54,407 0

・美好保育所の改修を行った。
・西府保育所の美好保育所への移
転に向けた準備を行った。
・小柳保育所の基本設計を実施し
た。
・本町保育所の基幹保育所整備に
向けた検討を関係課と進めた。

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標未達成
実績

・民営化後の運営について、市立
保育所の施設長経験者及び前任職
員による確認・点検の実施
・民営化事業及び民営化後の運営
について、移管先法人及び施設利
用者（保護者）にアンケート実施
・基幹保育所稼動に向けた機能強
化の工事実施

・基幹保育所稼動に向けた機能強
化の工事実施及び運営準備
・東保育所と朝日保育所統合に向
けた準備

・美好保育所の改修に向けて実施
設計を行った。
・西保育所と美好保育所の統合に
向けた準備を行った。
・本町保育所及び小柳保育所の基
幹保育所整備に向けた検討を関係
課と進めた。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

実績 実績

Ｂ　計画通りに進んでいる

・南保育所の民設民営化完了
・民営化後の運営について、市立
保育所の施設長経験者及び前任職
員による確認・点検の実施

・基幹保育所稼動に向けた機能強
化の工事実施
・小柳保育所の移転・建替及び八
幡保育所の廃止・統合計画の決
定・公表

・基幹保育所２か所（東保育所、
住吉保育所）の稼働
・東保育所と朝日保育所の統合及
び朝日保育所の廃止

・本町保育所の移転・建替計画の
決定・公表
・西保育所と美好保育所の統合及
び美好保育所の休止

【年間評価】 【最終評価】【年間評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

▼南保育所の民設民営化

▼直接移管方式の検証・評価

▼残る５保育所における民間活力
の活用に向けた取組の検討、実施

▼継続

▼東保育所と朝日保育所の統合及
び朝日保育所の廃止
▼定員枠調整方式の検証・評価

▼継続

▼西保育所と美好保育所の統合及
び美好保育所の休止
▼定員枠調整方式の検証・評価

▼継続

実績 実績 実績

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

グラフ

プラン名　「事務事業への民間活力の導入」
４̶10̶１̶②

個別プラン名　　「市立保育所の民間活力活用の計画的な遂行」
保育支援課 財産活用課

2,106,703

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度)

①基幹保育所の稼動数　(施設)

②市立保育所の経費（運営費及び
人件費）(千円)

※基幹保育所：福祉計画に定める
６つの福祉エリアに基づき選定し
た、地域における子育て支援拠点
機能を備える６か所の保育所

目標値(令和３年度）

2 2 2 4 4

令和３年度(2021年度)

4

0
2
4

①基幹保育所の稼動数 (施設)

2,000,000
2,200,000
2,400,000

②市立保育所の経費（運営費及び人件費）

(千円)

－３５－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

0 0 0 0 2

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

12,188 0 0 0
業務量調査支援委託料

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

(取組を進めるための経費であるため、「効果額」には算入しない。）

実績 実績 実績
・多摩地域の自治体へ業務量調査
に関するアンケート調査を実施す
るなど、業務量調査の実施方法の
検討を進めた。
・また、総務省が令和元年度から
実施する「自治体行政スマートプ
ロジェクト事業」へ参画するかに
ついても検討を行った。

・各課の課長職を対象に、働き方
改革・業務改革の視点に基づいた
研修を実施した。
・調査マニュアル等を整備した上
で、対象課（総合窓口課、市民税
課、介護保険課）において業務量
調査を実施し、結果についての報
告会を開催した。

・業務量調査の結果を参考とし
て、令和３年度において総合窓口
におけるＡＩチャットボットの導
入と介護認定審査事務の一部業務
委託化を行うための予算措置を進
めた。

介護保険課で、介護認定業務に必
要なタブレットを導入し、認定審
査業務の一部委託化を開始した。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標未達成

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

スケジュール

▼業務量調査手法の検討 ▼説明会の実施

▼業務量調査の試行的実施（担当
課を限定して実施）

▼ヒアリングの実施

▼業務量調査の試行実施の結果を
踏まえた検証

▼業務量調査の本格実施

▼業務量調査結果に基づいた業務
量削減、民間委託の拡大及び役割
分担の明確化

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

グラフ
業務量調査の結果を踏まえて新た
に実施した民間委託業務数　(件)

目標値(令和３年度）

3

プラン名　「事務事業への民間活力の導入」
４̶10̶１̶③

個別プラン名　　「業務量調査に基づく業務量削減及び民間委託業務の拡充」
政策課 職員課

実績 実績 実績
・既に業務量調査等の取組を行っ
ている先進自治体を視察し、本市
における業務量調査の実施方法の
検討を行った。

（上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

業務量調査を試行的に実施する課
を決定し、対象課に対して、働き
方改革・業務改革に取組むにあ
たっての研修会を開催するととも
に、実務担当者向けに、業務スケ
ジュール等の説明会を実施した。

・次年度における予算化を視野
に、業務量調査の結果を参考とし
て、民間委託業務の拡充等に向け
た検討を進めた。

・総合窓口課で導入したＡＩ
チャットボットと介護保険課の介
護認定業務委託の進捗状況を確認
するとともに、民間委託業務の拡
充等に向けた検討を行った。

0

2

4

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

業務量調査の結果を踏まえて新たに実施した民間委託業務数 (件)

－３６－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

17 14 15 17 21

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「受益者負担・公私負担の見直し」
４̶10̶２̶①

個別プラン名　　「公共施設の使用料の適正化」
政策課

グラフ
現行使用料と基準使用料とのかい
離がある施設数　(施設)

※かい離（比較0.75以下、1.5
以上）

目標値(令和３年度）

0

スケジュール

▼基本方針に基づいた使用料及び
減免基準の見直し（平成３１年１
月施行）

▼新基本方針の策定

▼新基本方針に基づいた使用料の
見直し

▼継続 ▼継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

【最終評価】

「手数料・使用料の見直しに関す
る基本方針（改定）に基づき、基
準使用料の算出を進めた。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる
実績 実績 実績

・平成30年第1回市議会定例会
で使用料及び減免基準の見直しを
行った。（平成31年1月使用分
から施行）
・また、平成26年5月に策定し
た「手数料・使用料の見直しに関
する基本方針」については4年毎
に検証を行い、必要に応じて改定
を行うこととしていることから、
検証を行った。

・令和元年５月に「手数料・使用
料の見直しに関する基本方針（改
定）」及び「公の施設における駐
車施設の有料化の考え方」を策定
した。

「手数料・使用料の見直しに関す
る基本方針（改定）に基づき、基
準使用料の算出を進めた。

【年間評価】 【年間評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進まなかった
指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標未達成
実績 実績 実績

・「手数料・使用料の見直しに関
する基本方針」について、駐車施
設の使用料の考え方や手数料・使
用料の見直しに係る検証時期を追
加し、基本方針の改定案を作成し
た。

・基準使用料の算出を行うととも
に、令和２年度以降の見直しに向
けて検討を行った。

「手数料・使用料の見直しに関す
る基本方針（改定）に基づき、基
準使用料の算出を行った。

・基準使用料の算出を行ったが、
新型コロナウイルス感染症の影響
に伴い、利用可能時間・人数に制
限が設けられた施設が多数あり、
そういった施設については、適正
な基準使用料の算出ができなかっ
た。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

28,000 0 0 0

0
10
20
30

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

現行使用料と基準使用料とのかい離がある施設数 (施設)

－３７－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

137,713 127,327 117,149 105,926 107,649

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「受益者負担・公私負担の見直し」
４̶10̶２̶②

個別プラン名　　「教育に係る経費の公私負担の見直し」
教育総務課 学務保健課、指導室

グラフ
教科用消耗器材費のうち教科用消
耗品予算額　(千円)

目標値(令和３年度）

105,992

スケジュール

▼ドリル・ワーク購入費を平成２
５年度（基準年度）比較で１人当
たり６０％削減

▼ドリル・ワーク購入費を平成２
５年度（基準年度）比較で１人当
たり８０％削減

▼ドリル・ワーク購入費を平成２
５年度（基準年度）比較で１人当
たり１００％削減（公費負担無
し）

▼(見直し完了済み)

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ａ　完了（目標を達成）
実績 実績 実績

【最終評価】

・計画どおり、ドリル・ワーク購
入費を平成２５年度（基準年度）
比較で１人当たり100％削減し
た。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

・計画どおり、ドリル・ワーク購
入費を平成２５年度（基準年度）
比較で１人当たり６０％削減し
た。

・計画どおり、ドリル・ワーク購
入費を平成２５年度（基準年度）
比較で１人当たり80％削減した。

・計画どおり、ドリル・ワーク購
入費を平成２５年度（基準年度）
比較で１人当たり100％削減し
た。

【年間評価】 【年間評価】

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｂ　目標値達成 Ｂ　目標達成
実績 実績 実績

・上半期同様、平成２５年度（基
準年度）比較で１人当たり６０％
削減した中で、効果的にドリル
ワーク購入を実施した。

・上半期同様、平成２５年度（基
準年度）比較で１人当たり８０％
削減した中で、効果的にドリル
ワーク購入を実施した。

・上半期同様、平成２５年度（基
準年度）比較で１人当たり100％
削減した中で、効果的に教科用消
耗品の購入を実施した。

▼(見直し完了済み)
ドリル・ワーク購入費削減につい
ては計画どおりに進んだが、児童
生徒数の増により令和２年度に比
べ教科用消耗品の予算額が増え
た。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

-20,564 -31,777 -30,063
翌年度予算と現状値（平成29年度）の差額

-29,892

50,000

100,000

150,000

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

教科用消耗器材費のうち教科用消耗品予算額 (千円)

－３８－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

4 4 4 4 4

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標未達成

0 0 0 0

実績 実績 実績
・手数料・使用料の見直しに関す
る基本方針（改定案）において駐
車施設の使用料の考え方を示した
ほか、公の施設における駐車施設
の有料化の考え方（案）を作成
し、有料化の対象施設を定めた。

・有料化の手法や各施設条例の改
正等について、施設所管部署に情
報提供を行うなど、有料化に向け
た取組を進めた。

・社会経済情勢の変化を踏まえ、
有料化の手法や各施設条例の改正
等に関する検討を行った。

・駐車場法その他関係法令に定め
る技術的基準に基づき、有料化の
手法や費用対効果について検討を
行った。

Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進まなかった

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

・平成29年１月に作成した「使
用料に係る負担割合」において、
無料の駐車場については、当該施
設ごとの性質や費用対効果等を考
慮し、個々に有料化の検討を行う
こととしているため、有料化する
か、無料のままとするかについて
の整理を行った。

・「手数料・使用料の見直しに関
する基本方針（改定）」及び「公
の施設における駐車施設の有料化
の考え方」を策定し、有料化に向
けた取組を進めた。

・施設所管部署と連携して、有料
化の手法や各施設条例の改正等に
ついて課題の整理を行った。

・公共施設の駐車場の有料化にお
いての現状や課題の確認を行っ
た。

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない

実績 実績 実績

令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

グラフ

プラン名　「受益者負担・公私負担の見直し」
４̶10̶２̶③

個別プラン名　　「公共施設の駐車場の有料化」
政策課

▼駐車場の有料化に向けた妥当性
の検証、整備等の実施

▼有料駐車場の運用開始 ▼継続 ▼継続 ▼継続

①駐車場が有料化された公共施設
の数(施設)

②公共施設の有料化された駐車場
の数(か所)

目標値(令和３年度）

4 4 4 4 4 12

16

スケジュール

令和元年度(2019年度)

0
5

10
15
①駐車場が有料化された公共施設の数(施

設)

0
5

10
15
20
②公共施設の有料化された駐車場の数(か

所)

－３９－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

119 111 111 113 112

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 0 253

実績 実績 実績
・庁用車の一元管理を行うための
車両管理システムの導入について
政策会議に提案し、一定の評価は
得たが、新規事業に充当できる財
源の問題で予算計上は見送られて
いる。
・民間のカーシェアリング事業者
に対し、ヒアリングを実施し試験
導入について検討した。
・新たな庁用車両の保有・管理方
針について検討した。

・庁用車の一元管理を行うための
車両管理システムの導入について
要求したが、予算計上は見送られ
ている。
・民間のカーシェアリング事業者
に対し、ヒアリングを実施し試験
導入について検討した。
・新たな庁用車両の保有・管理方
針について検討した。

・民間のカーシェアリング事業者
に対し、ヒアリングを実施し試験
導入について検討したが、実施は
見送ることとした。
・新たな庁用車両の保有・管理方
針について検討した。
・本庁事務系職場の専用車両が増
となった。

・民間のカーシェアリング事業者
に対し、ヒアリングを実施し試験
導入について検討した。
・令和４年度から試行的に実施す
るための必要な予算措置をした。
・新たな庁用車両の保有・管理方
針について検討した。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標未達成

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・民間のカーシェアリング事業者
に対し、ヒアリングを実施し試験
導入について検討した。
・新たな庁用車両の保有・管理方
針について検討した。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進まなかった

スケジュール

▼車両の保有及び管理方針の策定
及び関係課説明会の開催

▼本庁事務系職場の専用車両の買
替予算計上の停止
▼レンタカー事業者との提携の検
討

▼職場専用車両の財産活用課への
移管
▼第２庁舎への共用車両配備

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼前年までの取組実績に基づく適
正な車両保有台数の試算

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼買い替えや売却等を伴う保有台
数の適正化の実施

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

グラフ
庁用車保有台数　(台)

（ただし、消防団において使用す
る車両を除く。）

目標値(令和３年度）

107

プラン名　「庁用車のカーシェアリング等の検討」
４̶10̶３

財産活用課 庁用車を保有する全ての課

実績 実績 実績
・庁用車の一元管理を行うための
車両管理システムの導入について
検討し、政策会議に提案してい
る。
・民間のカーシェアリング事業者
に対し、ヒアリングを実施し試験
導入について検討した。
・新たな庁用車両の保有・管理方
針について検討した。

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

・民間のカーシェアリング事業者
に対し、ヒアリングを実施し試験
導入について検討した。
・新たな庁用車両の保有・管理方
針について検討した。

・新たな庁用車両の保有・管理方
針について検討した。

100

110

120

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

庁用車保有台数 (台)

－４０－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２８年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

97.6 98.4 98.3 98.2 98.4

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

(新型コロナウイルス感染症の影響を想定した収入減なので「効果額」へは算入しない）

857,217 204,436 -1,838 2,409
令和３年度と令和２年度の市税予算額比較

実績 実績 実績
・年間通じて現年課税分不履行時
早期着手することにより、徴収強
化・滞納繰越分の圧縮につながっ
た。
・収納方法について、収納環境の
具体的な研究・検討を進めてい
る。

・年間通じて現年課税分不履行時
早期着手することにより、徴収強
化・滞納繰越分の圧縮につながっ
た。

・収納方法について、収納環境の
具体的な研究・検討を更に進めて
いる。
・令和２年度からペイジー収納窓
口口座振替受付サービス稼働予定

・新型コロナウイルス感染症の影
響により、滞納処分を見送ったた
め、例年より徴収強化・滞納繰越
分の圧縮につながっていない。
・収納方法については、令和２年
４月からペイジー収納窓口口座振
替受付サービスは予定どおりの稼
働が出来た。
・新たな収納環境の具体的な研
究・検討を更に進めている。

・新型コロナウイルス感染症の影
響はあったが、計画期間を通して
現年課税滞納事案に早期着手する
ことにより、徴収強化・滞納繰越
分の圧縮につなげた。
・計画期間を令和４年度から４年
間とした収納率向上計画を策定し
た。
・クレジット収納等の新たな収納
方法については、eLTAX共通納
税システムにおけるキャッシュレ
ス決済対応に向けて準備を進めて
いる。

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｂ　目標達成

【年間評価】 【年間評価】 【最終評価】

・新型コロナウイルス感染症の動
向を注視しつつ、滞納処分を再開
した。
・新たな収納方法について、
eLTAX共通納税システムの対象
税目拡大に伴うキャッシュレス決
済対応を踏まえ検討を進めてい
る。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない Ｂ　計画通りに進んだ

スケジュール

▼現年課税分の徴収強化

▼滞納繰越分の徴収強化・圧縮

▼クレジット収納等の新たな収納
方法に関する研究

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼４年間の実績に対する評価を踏
まえた平成３４年度以降の収納率
向上基本計画の策定

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

グラフ
市税収納率（現年課税分・滞納繰
越分の合計）　(パーセント)

目標値(令和３年度）

98.5

プラン名　「公平かつ適正な収納事務」
４̶11̶１

納税課 情報管理課

実績 実績 実績
・現年課税分不履行時早期着手す
ることにより、徴収強化・滞納繰
越分の圧縮につながっている。
・収納方法について、研究・検討
を進めている。

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない

・現年課税分不履行時早期着手す
ることにより、徴収強化・滞納繰
越分の圧縮につながっている。
・収納方法について、研究・検討
を進めている。

・新型コロナウイルス感染症の影
響により、滞納処分を見送ったた
め、例年より徴収強化・滞納繰越
分の圧縮につながっていない。
・収納方法については、令和２年
４月からペイジー収納窓口口座振
替受付サービスが予定どおりの稼
働が出来た。

97

98

99

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

市税収納率（現年課税分・滞納繰越分の合計） (パーセント)

－４１－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

平成３０年度

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

プラン名　「市に裁量権のある税率や課税対象、課税区分の見直し」
４̶11̶2

市民税課

なし

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)
▼税制改正・景気動向・他市状況
等の把握及び見直しの検討

▼継続 ▼継続 ▼継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

実績 実績 実績

【最終評価】

・税制改正や景気の動向、他市の
状況等を把握し、課税区分の見直
しによる影響を見極めた中で、市
の財政状況等と合わせ検討し、継
続する。
・新型コロナウイルス感染症によ
る経済活動の自粛等が与える法人
への影響を見守る必要がある。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

・税制改正や景気の動向、他市の
状況等を把握し、課税区分の見直
しによる影響を見極めた中で、市
の財政状況等と合わせ検討し、継
続する。

・税制改正や景気の動向、他市の
状況等を把握し、課税区分の見直
しによる影響を見極めた中で、市
の財政状況等と合わせ検討し、継
続する。

・税制改正や景気の動向、他市の
状況等を把握し、課税区分の見直
しによる影響を見極めた中で、市
の財政状況等と合わせ検討し、継
続する。
・新型コロナウイルス感染症によ
る経済活動の自粛等が与える法人
への影響を見守る必要がある。

【年間評価】 【年間評価】

0

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

なし なし なし なし
実績 実績 実績

・税制改正や景気の動向、他市の
状況等を把握し、課税区分の見直
しによる影響を見極めた中で、市
の財政状況等と合わせ検討し、継
続する。

・税制改正や景気の動向、他市の
状況等を把握し、課税区分の見直
しによる影響を見極めた中で、市
の財政状況等と合わせ検討し、継
続する。

・税制改正や景気の動向、他市の
状況等を把握し、課税区分の見直
しによる影響を見極めた中で、市
の財政状況等と合わせ検討し、継
続する。
・新型コロナウイルス感染症によ
る経済活動の自粛等が与える法人
への影響についても見極める必要
がある。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

・税制改正や景気の動向、他市の
状況等を把握し、課税区分の見直
しによる影響を見極めた中で、市
の財政状況等と合わせ検討し、継
続する。
・新型コロナウイルス感染症によ
る経済活動の自粛等が与える法人
への影響についても見極める必要
がある。

0 0 0

－４２－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

0 0 0 0 0

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「新たな施設へのネーミングライツの導入」
４̶11̶３̶

政策課 スポーツ振興課、管理課

グラフ
ネーミングライツ導入施設数（施
設)

目標値(令和３年度）

3

スケジュール

▼府中の森芸術劇場で愛称の使用
開始

▼新たな公共施設においてネーミ
ングライツ導入の課題整理

▼課題が整理された施設につい
て、パートナー企業の募集及び選
定

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない

実績 実績 実績

【最終評価】

・これまでの経過や課題を勘案
し、ネーミングライツパートナー
の募集に適切な時期を見定めなが
ら取組を進めることとしている。

Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進んでいない Ｃ　計画通りに進まなかった

・府中市男女共同参画センターの
ネーミングライツパートナー企業
の募集を行い、１社の応募があっ
たが条件面が合わず採用には至ら
なかった。

・府中の森芸術劇場については、
再公募に向け、企業情報の収集に
努めた。

・サウンディング型市場調査を経
てネーミングライツを導入した実
績のある自治体を視察し、事例調
査・研究を行った。

・これまでの経過や課題を踏ま
え、ネーミングライツパートナー
の募集に適切な時期を見定めなが
ら取組を進めることとしている。

【年間評価】 【年間評価】

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標未達成
実績 実績 実績

・ネーミングライツについて、他
市の導入状況等を調査した。

・ネーミングライツ募集の前にサ
ウンディング型市場調査を行い民
間企業の意向を事前把握している
他市の事例について、その手法を
研究した。

・他市の事例等を踏まえ、ネーミ
ングライツの導入の手法に関する
課題の確認を行った。

・これまでの経過や課題を踏ま
え、ネーミングライツパートナー
の募集に適切な時期を見定めなが
ら取組を進めることとしている。

・これまでの経過や課題を勘案
し、ネーミングライツパートナー
の募集に適切な時期を見定めなが
ら取組を進めることとしている。
・市民球場等において、ネーミン
グライツ導入を行ううえでの課題
となっていた施設の老朽化等に対
応するために必要な改修工事を実
施した。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 0 0

0.0

2.0

4.0

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

ネーミングライツ導入施設数（施設)

－４３－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

グラフ

プラン名　「寄附を受ける環境の整備」
４̶11̶４̶

政策課

なし

スケジュール

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)
▼ふるさと寄附金に係る地域特性
を踏まえた返礼品の充実

▼寄附（クラウドファンディング
等の新しい手法を含む。）をしや
すい環境の整備に向けたマニュア
ル・指針等の検討・整備

▼ふるさと寄附金に係る地域特性
を踏まえた返礼品の充実

▼クラウドファンディング等の新
たな手法の実施

▼継続

▼継続

▼継続

▼継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

【最終評価】

・広報を通じて、返礼品事業者の
募集を行ったほか、直接、事業者
に声掛けを行うなど、返礼品の充
実に努めた。

・広く府中市をPRするため、寄附
受付に係るポータルサイトの追加
について、調整を行った。

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

実績 実績 実績
・事業者向け説明会を実施し、新
たな地域特性を生かした返礼品事
業者の募集を行ったほか、府中市
を活動拠点としているスポーツ
チームに関わる返礼品の拡充を検
討した。

・クラウドファンディングに関す
る研修に参加し情報収集を行っ
た。

・広報を通じて、新たな地域特性
を生かした返礼品事業者の募集を
行ったほか、体験型の返礼品など
の掲載を行った。

・クラウドファンディングに関す
る情報収集を行った。

・広報を通じて、返礼品事業者の
募集を行ったほか、直接、事業者
に声掛けを行うなど、返礼品の充
実に努めた。

・「ラグビーのまち府中」モニュ
メントの設置にかかる費用につい
て、クラウドファンディングを活
用することで、約300万円を集め
ることができた。

【年間評価】 【年間評価】

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ
指標評価 指標評価 指標評価（最終）

なし なし なし なし
実績 実績 実績

・市内事業者からの返礼品の提案
を受けるなど、返礼品の拡充の検
討を行った。また、地場産品の定
義を見直しを行い、総務省通知を
遵守した返礼品の提供を行った。
・クラウドファンディングに関す
る情報収集を行った。引き続き先
進自治体の実施状況等を調査・研
究していく。

・市内事業者からの返礼品の提案
を受けるなど、返礼品の拡充の検
討を行った。また、地場産品の定
義を見直しを行い、総務省通知を
遵守した返礼品の提供を行った。
・クラウドファンディングに関す
る情報収集を行った。引き続き先
進自治体の実施状況等を調査・研
究し、実施に向けた検討を進めて
いく。

・広報を通じて、返礼品事業者の
募集を行ったほか、直接、事業者
に声掛けを行うなど、返礼品の充
実に努めた。また、新たに「楽天
ふるさと納税」のサイトにおい
て、府中市の返礼品を展開するこ
ととした。
・「ラグビーのまち府中」モニュ
メントの設置にかかる費用につい
て、クラウドファンディングを活
用することで、約300万円を集め
ることができた。
・「新型コロナウイルス感染症対
策応援寄附金」を設置し、ふるさ
と納税の制度等を利用すること
で、当該対策への寄附を広く受け
入れることが可能な体制を整え
た。

・昨年度同様、広報を通じて返礼
品事業者の募集を行ったほか、直
接、事業者に声掛けを行うなど、
返礼品の充実に努めた。また、新
たに「さとふる」のサイトにおい
て、府中市の返礼品を展開するこ
ととした。
・「新型コロナウイルス感染症対
策応援寄附金」についても昨年度
に引き続き受け付け、ふるさと納
税の制度等を利用することで、当
該対策への寄附を広く受け入れる
ことが可能な体制を整えた。
・クラウドファンディングに関す
る情報収集を行った。引き続きプ
ロジェクトの選定方法等について
調査・研究し、実施に向けた検討
を進めていく。

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 0 0 0

－４４－



行革プラン進行管理シート
プラン番号

担当課 関係課

指　標

現状値（平成２９年度） 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

0 0 0 1 2

平成３０年度(2018年度)

(上半期評価）

実績

【年間評価】

指標評価

実績

翌年度予算への反映(千円)

＊反映金額の算出方法

令和元年度(2019年度) 令和２年度(2020年度) 令和３年度(2021年度)

プラン名　「タウンページ等を活用した償却資産課税の適正化」
４̶11̶５̶

資産税課

グラフ
償却資産申告状況調査実施数
(グループ)

（市内にある事業所を各業種別に
分けてリストを作成し、各業種別
に細かく分類したものを類似した
業種で３つまたは４つのグループ
に大別する。）

目標値(令和３年度）

2

スケジュール

▼既にタウンページによる未申告
者把握を実施している生駒市や、
その他、償却資産への課税に対す
る先進的取組をしている他の自治
体へヒアリング等に基づく調査方
法の検討

▼事業所抽出リストの作成及び精
査

▼リストに基づく業種別のグルー
プ分類（３～４グループ）

▼リストの修正及び精査

▼7月頃を目途に第１グループへ
申告書を送付
▼申告が得られない場合の対応
（３回程度手紙を送付して申告を
促す。）

▼継続

▼7月頃を目途に第2グループへ申
告書を送付
▼継続

(上半期評価） (上半期評価） (上半期評価）

指標評価 指標評価 指標評価（最終）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる

実績 実績 実績

【最終評価】

・タウンページデータベースを取
得し、第２グループへ申告書を送
付

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　計画通りに進んだ

・先進市（生駒市）への視察を実
施
・近隣市へのヒアリング実施

・事業所抽出リストの作成及び精
査
・来年度予算計上のため、タウン
ページデータベース取得に係る見
積りを業者へ依頼

・タウンページデータベースを取
得し、第１グループへ申告書を送
付

【年間評価】 【年間評価】

Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｃ　目標値未達成 Ｂ　目標達成

280 166

実績 実績 実績
・先進市（生駒市）が活用してい
るタウンページデータベースの活
用の検討。
・タウンページから作成した事業
所抽出リストの作成及び精査。

・事業所抽出リストの作成及び精
査
・令和２年度予算において、償却
資産未申告者把握業務に係る予算
を計上。

・令和３年度予算において、第２
グループへの申告書送付に必要な
費用を償却資産未申告者把握業務
に係る予算として計上。

・令和４年度予算において、第３
グループへの申告書送付に必要な
費用を償却資産未申告者把握業務
に係る予算として計上。

償却資産未申告者把握業務のために新規予算計上した額

（取組を進めるための経費であるため、「効果額」には算入しない。）

翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円) 翌年度予算への反映(千円)

0 453

0
1
2
3

現状値 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 目標値

償却資産申告状況調査実施数 (グループ)

－４５－


